
「
ヨ
ッ
ク
モ
ッ
ク
美
術
館
」(

設
計
・
栗
田
祥
弘
）
レ
ポ
ー
ト

「
山
崎
保
育
園
」(

設
計
・
斉
藤
真
一
郎
）
見
学
記

「
女
流
フ
ァ
イ
ル
」
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ･
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「
都
市
大
校
友
オ
ン
ラ
イ
ン
＆
如
学
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
遠
藤
克
彦
氏

相
次
ぐ
公
共
建
築
の
コ
ン
ペ
と
プ
ロ
ポ
で
最
優
秀
案

「
建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
部
」
創
設

学
部
長
に
着
任
し
て
／
建
築
学
科

勝
又
英
明
教
授

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
新
た
な
る
試
み

「
進
路
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
前
期
・
後
期
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
２
０
２
０
」開
催

特
集
・｢

学
ぶ
に
如
か
ず｣

如
学
会
の
歩
み

－

１

次
の
如
学
会
に
向
け
て
、
活
動
の
足
跡
を
辿
る

ヨックモック美術館 [ 設計：栗田祥弘建築都市研究所・撮影：山岡嘉彌 ]
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■新型コロナウイルスへの対応
今年2月下旬、前号の原稿執筆時点で忍び寄りつつ
あった新型コロナウィルスは、その後誰もが予想だに
しなかった事態に発展しました。3月19日に予定され
ていた全体の卒業式・修了式は中止となり、学科・領
域の授与式のみが行われましたが、それさえもまだ序
曲にすぎませんでした。4月の入学式やオリエンテー
ション、フレッシャーズキャンプ等は全て無くなり、
授業開始は５月中頃まで延期され、様々な検討を行っ
た挙句に、前期は全て遠隔授業となってしまいまし
た。特に、新生活の期待に胸膨らませた建築学科の新
入生が、一度もキャンパスに入れないまま後期を迎え
ることになってしまったことは大変気の毒としか言い
ようがありません。後期については、対面授業を部分
的に復活させることを予定していますが、それとてど
うなるかわかりません。残念ながら、世田谷祭や等々
力祭は既に中止が決定しました。世界史に刻まれるで
あろうこの災厄がいつ終息するのか、今もって全く予
断を許さない状況にあると言えます。
■内水氾濫への対応
さて、今回の原稿執筆時点である8月末、今年も台風
の到来シーズンがやってきました。昨年の台風19号に
より甚大な被害を受けた世田谷キャンパスでは、コロ
ナ禍をよそに、精力的に水害対策を進めてきました。

■今年は世界的に疫病禍や自然災害に見舞われ、現代
社会に生きる我々のおごりに警鐘を鳴らされたような
年でした。
■わが東京都市大学建築学科においては、新設の｢建
築都市デザイン学部｣始動の年、如学会としても新学
部創設記念として、様々なイベントを企画しておりま
した。
■｢建築100人展15周年｣の記念の年でもあり、都市工
学科及びその同窓会である緑土会と共に、｢建築＋都
市／100＋100人展｣と銘打ち、準備を進めておりまし
た。（｢2020年春号｣参照）疫病禍のため、今年は中止
を余儀なくされましたが、今後の終息を願いつつ、来
年度の開催を目指し、準備は継続していく予定です。
■一方、学生さんの就職に対する支援プログラムであ
る「進路ガイダンス」は、「前期進路ガイダンス」を
7月に、「後期進路ガイダンス」を10月･11月と2回に
分けて、Webでの新しい試みで実施し、企業、学生
の皆さんの多数の参加を得て、成果を上げることが出
来ました。
■しかし、この期に何でもWebに置き換えて開催出
来るとは限りません。今回は、そうしたことも認識す
る機会となりました。
■特に、「100人展」は、Web上での実施も企画しま
したが、会場での展示とは全く異なり、情報が電波に

地下・半地下のある号棟は、周囲に立ち上がり壁を巡
らせるなどの対策が施され、これで多摩川の大規模な
決壊でも起こらない限り（前回のような内水氾濫であ
る限り）、建物が浸水する恐れは殆ど無くなったと言
えるでしょう。写真のように、建築学科棟も立ち上が
り壁で囲まれ、水没した製図室の換気装置等も全て更
新されました。一日も早く通常のキャンパスライフが
復活することを祈るばかりです。
前号でお伝えしましたが、本学科、都市工学科、都市
生活学科から集まった教員らによる「内水氾濫被害ア
ンケート調査WG」では、キャンパス周辺の多摩川沿
いの地区を対象とした近隣住民へのアンケート調査を
この春に行いました。天野先生を中心に現在分析を進
めているところです（これらについてはNHKの取材も
受けており、報道される予定です）。
■建築都市デザイン学部
遅ればせながら、今年4月より「建築都市デザイン学
部」が発足しました。出航早々、大嵐に遭遇した感が
ありますが、新しい生活様式、新しい社会へと潮目が
大きく変わりつつある今、建築学科も新しい時代に向
け、如学会の皆様のご協力を頂きながら、ワンチーム
で頑張っていく所存ですので、どうぞよろしくお願い
します。

如学会会長

（S46 卒）
如学会の活動報告山岡嘉彌 小見康夫

建築学科主任教授

建築学科の近況

より伝播、漏洩、複写、転載等々が容易であることが
障害となり、出展の依頼に難色を示される企業が多く
でてくることが判明し、この試みは再考することとな
りました。
■一方、画期的な出来事として、Webを使ったZoom
会議によって、東京以外の地域の同窓生との交流や、
委員会の委員としての協力を得られるかけがえのない
改革につながりました。
■更には、思いがけない疫病禍で、経済的に困窮し、
通学が困難となっている学生さんに対し、奨学金とし
て学費の支援を申し出てくれる同窓生の在籍する企業
も現れたことは、嬉しいことです。
■さて、そうしたことで毎年の見学会や講演会、研修
ツアーなどの実施も叶わず、来年に向けての準備をし
ております。
■そうしたことで、本号は、私共3期9年間の最終年
度にあたり、総仕上げとして、主に現体制の中で築き
上げてきた成果をまとめ、次の新体制へ引き継ぐため
の特集の誌面を作成しました。
（本号｢その１｣と次号の2021年春号に｢その２｣と続きます。）
■こうしてまとめてみると、あらためて、如学会の多
くの同窓生の方々に如学会の活動にご参加、ご協力を
いただいたことがわかります。特に、ご多忙の中「特
別講義」の「特別講師」をお願いしましたその同窓生
の数は、延べ222人。学生さんのために、ボランティ
アで夏の暑い最中、仕事の傍ら、パワーポイントを作
成の上、ご講義をいただきました。
■更には、如学会の主要なイベントの「100人展」に
出展していただいたり、「女流ファイル」他の記事
に、多くの玉稿の執筆等にご協力いただいたことを感
慨深く拝見しております。誌面を借りて、深く感謝申
し上げます。
■今後も、様々な如学会行事に関わっていただき、ひ
とりでも多くの同窓生を紹介する場として如学会の誌
面を活用していきたいと思います。自薦、他薦、ご協
力をお願いします。

建築学科棟と新設された立ち上がり壁
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本年 2020 年 4 月 1 日に建築都市デザイン学
部が新設されました。建築都市デザイン学部
は建築学科と都市工学科の 2 学科から構成さ
れる学部です。文部科学省への申請上は、「新
設」となっていますが、従来ありました工学
部から建築学科、都市工学科の 2 学科が独立
して改組されたものです。ご存知のようにこ
の 2 学科は、共に 90 年前の本学創立期にルー
ツをもちます。
建築都市デザイン学部は、学部名に「デザイ
ン」のという単語を組み入れたことが特徴で
す。建築学と都市工学とを合わせて「建築都市」
とするのではなく、「デザイン」という言葉を

「建築都市デザイン学部」創設
学部長に着任して

加えて、両学科から構成される学部の方向性
を示しています。
私は、新学部新設により初代学部長として就
任いたしました。昨年度、建築都市デザイン
学部の構成員予定（建築学科、都市工学科の
教員）の皆さんにより学部長選挙を行い私が
選出されました。しかし突然学部長として選
出されたのではありません。2020 年 4 月の
新学部設立の約 1 年 8 か月前、2018 年 5 月
に三木学長より新学部設立準備の要請があり、
2018 年 11 月に「建築都市デザイン学部」設
置準備室が設置され、私がその室長に就任し
ました。

その流れで学部長に選出された訳です。なお
準備室のメンバーは両学科教員と事務局職員
の皆さんで構成され、約 1 年かけて文部科学
省への申請作業を行い 2019 年 4 月文部科学
省に申請し、その後設立を認められました。
本学世田谷キャンパスは、2019 年 10 月 12 日
の台風 19 号により内水氾濫による幾つかの校
舎の浸水があり大きな被害を受けました。約
1 年たった現時点でも使用できない箇所があ
るなど影響が残っています。さらに 2019 年
の終わりごろに発生した新型コロナウイルス
により、2020 年 3 月の卒業式の式典は中止と
なりました。新学部は 2020 年 4 月 1 日付で
新設されましたが、入学式も中止となり、授
業開始は 5 月、前期は全て遠隔授業、後期も
ハイブリット授業と新学部の船出の時期とし
ては、前途多難に見えたものでした。新学部
設立の記念行事も一切行うことができません
でした。しかし、この 2 つの災難は建築都市
デザイン学部のみに降ってきたものではなく、
浸水被害は本学全体、コロナ禍は大学や社会
全体の話ですので、建築都市デザイン学部と
しては前に進むしかないところです。浸水被
害では学部として浸水被害の調査に取り組み、
対外的にも発表を行いました。コロナ禍対策
でも、建築学科と都市工学科の対話をする機
会が工学部時代と比べると増えました。両学
科が合同で教育や研究、広報を行う機会が特
段に増えました。この両学科の結束を一層発
展させて、両学科が構成する学部であること

の最大の長所とした学部を作っていきたいと
思います。
東京都市大学「建築都市デザイン学部」の強
みは何でしょうか？私は都市大内の関連する
学部との連携ではないかと思います。都市研
究の都市大を標榜しており、その都市研究を
主に担うのは、都市関係の学部です。建築都
市デザイン学部、都市生活学部、環境学部の
3 学部が協働すれば、都市のハードからソフ
トまで、環境から都市、建築からインテリア
まで、都市環境づくりからまちづくりまでと、
建築・都市・環境に渡る幅広い領域の学問体
系が形成されます。今の所、この 3 学部の連
携は途についたばかりですが、次の世代では、
教育、研究、社会活動の面で連携が深まるこ
とを期待しています。
なお、実は私の学部長としての任期は 1 年で
す。本学には 7 学部あり、全ての学部長は今
年度までが任期となっています。ですから今
年度中に来年度から任期 3 年間の 2 代目新学
部長が選出されます。私は今年度で定年退職
となりますので、学部長の責務は今年度一杯
となります。次期学部長も選挙で選出されま
すので、どなたが新学部長に就任するか分か
りません。しかしどなたになりましても新学
部を引っ張っていただけると思います。如学
会及び緑土会の皆様には、建築都市デザイン
学部を温かい目で見ていただき、絶大なる応
援を頂ければと思います。

（東京都市大学建築学科教授 . S55 卒）

都市研究を担う都市大学の基幹学部として   　　　● 勝又英明
 建築都市デザイン学部長

（東京都市大学発行パンフレットより転載）

如学会の活動報告
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な
の
で
Ｒ
Ｃ
に
す
る
と
、
防
水
的
に
も
安
全
・
安
心
な
外
壁
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
町
に
も
小
さ
な
オ
フ
ィ
ス
を
置
い
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
町
の

人
が
来
て
、
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
い
た
だ
け
る
。
町
と
一
緒
に
作
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
こ
こ
で
は
ロ
ー
カ
ル
ア
ー
キ
テ
ク
ト
と
し
て
依
光
建
築
設

計
事
務
所
（
高
知
市
）
に
コ
ン
ペ
の
段
階
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
依
光
（
成
元
）
さ
ん
に
地
域
の
協
力
を
得
て
も
ら
い
、
私
た
ち
が
取

り
ま
と
め
て
い
く
と
い
う
協
働
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
こ

う
し
た
形
が
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
地
域
と
一
緒
に
取
り
組
み
、
最
大

の
価
値
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

若
い
こ
ろ
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
人
た
ち
と
協
働
す
る
機
会
が
あ

り
、
自
分
た
ち
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
ど
う
し
た
ら
価
値
や
信
頼
を
手
に
入
れ

て
い
く
の
か
を
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼
ら
が
投
資
先
に
お
金

だ
け
で
な
く
、
人
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
投
入
し
て
応
援
し
て
い
く
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
こ
ん
な
経
験
が
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
側
も
重
視
す
る
姿
勢
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
勉
強
し
て
い
た
の
は
建
築
設
計
界
の

人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
革
新
的

な
価
値
創
造
の
方
法
を
、
建
築
設
計
界
も
も
っ
と
勉
強
し
生
か
し
て
い
く

べ
き
で
す
。

　

そ
の
上
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
す
る
バ
リ
ュ
ー
の
提
供
に
は
二
つ
の

方
法
が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
最
初
に
ど
ち
ら
の
方
法
を
採
用
す
る
か
決

め
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
夢
や
希
望
が
い
っ

ぱ
い
だ
け
ど
コ
ス
ト
も
膨
ら
む
た
め
、
し
っ
か
り
と
Ｖ
Ｅ
を
行
い
、
伴
っ

て
時
間
も
掛
か
る
と
い
う
方
法
。
も
う
一
つ
は
、
夢
も
希
望
も
コ
ス
ト
的

な
リ
ア
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
な
る
べ
く
早
い
段
階
に
判
断
し
、
夢
は
語
ら
な

い
代
わ
り
に
コ
ス
ト
も
膨
ら
ま
な
い
と
い
う
方
法
で
す
。
こ
の
二
つ
の

て
い
ま
す
。
新
居
さ
ん
も
、
原(

広
司)

さ
ん
も
、
非
常
に
コ
ス
ト
に
厳
し

い
先
生
で
し
た
。
良
い
鍛
え
方
を
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

■
離
れ
て
い
る
け
ど
一
緒
に
い
る

　

こ
の
三
つ
の
公
共
建
築
と
同
時
期
に
、
延
床
面
積
１
６
２
平
方
メ
ー
ト

ル
の
住
宅
「
系
（
つ
な
ぐ
）
の
家
」
を
手
掛
け
て
い
ま
し
た
。
将
来
複
雑

化
し
て
い
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
包
含
す
る
た
め
、
シ
ン
プ
ル
な

Ｒ
Ｃ
躯
体
と
視
認
で
き
る
設
備
機
能
を
意
識
し
て
計
画
し
た
住
宅
で
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
熱
が
蓄
え
ら
れ
、
年
間
を
通
し
て
穏
や
か
な
温
熱
環
境

を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
て
、
実
際
、
最
小
限
の
設
備
で
快
適

な
性
能
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
建
築
の
施
工
中
に
こ
の
住
宅
を
計
画
し
た
こ
と
に
は
す
ご
く
意

味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
延
べ
約
２
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
中
之
島
美

術
館
の
50
分
の
１
の
模
型
の
横
に
、
同
じ
く
50
分
の
１
の
こ
の
住
宅
の
模

型
を
置
い
て
い
ま
す
。そ
う
す
る
と
、ス
ケ
ー
ル
を
間
違
え
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
住
宅
が
で
き
あ
が
っ
た
こ
と
で
大
き
な
規
模
の
建
築
の
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
２
万
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
見
え
て
く
る
情
報

量
は
非
常
に
大
き
く
手
強
い
。
建
築
家
の
諸
先
輩
た
ち
は
本
当
に
す
ご
い

と
思
う
し
、
公
共
建
築
を
設
計
す
る
良
い
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
改

め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

別
荘
、
集
合
住
宅
、
戸
建
て
住
宅
、
公
共
建
築
と
経
験
を
積
み
、
段
階

を
踏
み
な
が
ら
気
付
き
や
学
び
を
得
て
き
ま
し
た
。建
築
は
使
い
方
に
よ
っ

て
全
く
違
う
も
の
で
す
。
最
近
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、
意
匠
設
計
者
が
、

構
造
も
設
備
を
も
イ
ン
テ
グ
レ
ー
ト
で
き
た
建
築
を
示
し
て
い
る
例
が
少

な
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
に
は
意
匠
、
構
造
、
設
備
、
環
境
、
材
料
な
ど

の
授
業
が
あ
り
ま
す
が
、
各
研
究
室
に
配
属
さ
れ
て
、
そ
の
分
野
が
分
か

れ
て
し
ま
い
、
他
の
分
野
を
あ
ま
り
意
識
し
な
い
。
ゼ
ネ
コ
ン
や
設
計
事

務
所
に
就
職
し
て
も
各
担
当
に
分
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
意
匠
、
構
造
、

設
備
は
最
終
的
に
形
態
と
し
て
合
わ
さ
る
の
に
、
設
計
者
が
そ
れ
ら
を
統

合
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
こ
ろ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

た
だ
決
し
て
悲
観
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
こ
に
可
能
性
や
夢
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
見
据
え
て
、
今
後
、「
計
画

学
」
が
見
直
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
密
集
し
て
い
く
よ
う
な
集
ま
り

方
で
は
な
く
、
離
れ
て
集
ま
る
と
い
っ
た
、
非
常
に
難
し
い
計
画
学
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
で
も
こ
れ
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
原
さ
ん
は『
集
落
の
考
え
』

の
中
で
「
離
れ
て
立
つ
」
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
離
散
的

に
集
落
が
成
り
立
つ
「
離
散
型
集
落
」
の
こ
と
を
ず
っ
と
仰
っ
て
い
ま
し

た
が
、
当
時
は
、
集
ま
る
か
ら
集
落
な
の
に
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
時
代
に
、
原
さ
ん
の
言
葉
が
示
唆
し
て
い
る
意
味
を
も
っ
と
学
ば

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
離
れ
て
い
る
け
ど
集
ま
っ
て
い

る
、
一
緒
に
い
る
。
そ
ん
な
建
築
を
考
え
て
い
き
た
い
し
、
新
し
い
計
画

学
を
探
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
大
阪
中
之
島
美
術
館
」
に
続
き
「
茨
城
県
大
子
町
新
庁
舎
」「
高
知
県
本

山
町
新
庁
舎
」、「
長
崎
県
佐
々
町
新
庁
舎(

２
０
２
０
年
９
月
30
日
選
定)

」

と
、
公
共
建
築
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
遠
藤
克
彦
氏
（
Ｈ
04
卒
、 

遠
藤

克
彦
建
築
研
究
所
代
表
取
締
役
）。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
公
募
型
設
計
コ
ン
ペ
や

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
最
優
秀
案
に
選
ば
れ
て
お
り
、遠
藤
氏
の
提
案
す
る「
構
想
」

が
行
政
（
発
注
者
）
や
審
査
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
建
築
を
使
う
市
民
も
惹

き
つ
け
る
。
四
つ
の
公
共
建
築
と
同
時
に
、
一
戸
建
て
住
宅
も
設
計
。
大
規

模
か
ら
見
え
る
も
の
、
小
規
模
か
ら
の
気
付
き
と
は
―
―
。
遠
藤
氏
に
近
作

を
通
じ
て
こ
れ
か
ら
の
建
築
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

分
か
り
や
す
い
構
成
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
２
階
を
中
心
と
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
美
術
館
に
入
館
し
な
い
人
た
ち
に
も
日
常
使
い

を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
計
画
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
は
コ
ン
ペ
の
要
領
で
「
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
言
葉
を
提
示

し
、
美
術
館
と
街
を
ど
う
つ
な
ぐ
か
を
建
築
家
に
投
げ
掛
け
ま
し
た
。
コ

ン
ペ
に
参
加
し
た
建
築
家
た
ち
が
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
に
つ
い
て
考
え
提
案
し

た
中
で
、
私
た
ち
の
出
し
た
提
案
を
お
認
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
阪
市

は
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
の
具
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
や
形
態
に
関
し
て
提
案
者
、
建

築
家
た
ち
の
能
力
に
委
ね
た
の
で
す
。
こ
れ
に
は
大
変
勇
気
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
審
査
員
も
踏
み
込
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
日
建
設
計
や
槇
（
文
彦
）

さ
ん
と
い
っ
た
大
規
模
建
築
の
実
績
を
持
つ
事
務
所
で
は
な
い
、
私
た
ち

■Art

とEconom
y

の
間
を
生
き
る

　

「
大
阪
中
之
島
美
術
館
」
は
現
在
、

２
０
２
２
年
早
春
の
開
館
に
向
け
て
工
事
が

着
々
と
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
建

物
は
美
術
館
と
い
う
閉
じ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
ペ
ー
ス
を
、
都
市
に
ど
う
や
っ
て
開
く

か
、
都
市
と
ど
う
つ
な
ぐ
か
を
最
大
の
テ
ー

マ
に
し
て
い
ま
す
。
２
階
が
メ
イ
ン
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
で
、
３
～
５
階
に
保
管
庫
、
展
示
室

な
ど
の
美
術
館
機
能
を
ま
と
め
、
一
つ
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
宙
に
浮
か
す
と
い
う
、
非
常
に

ま
す
。
彫
刻
家
と
の
違
い
は
自
分
の
お
金
で
好
き
な
も
の
を
作
れ
ば
い
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
お
金
を
預
か
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
お
金
の
価
値
を
最
大
化
す
る

こ
と
、
バ
リ
ュ
ー
を
提
供
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。
公
共
建
築
は

市
民
の
税
金
で
す
し
、
そ
れ
は
民
間
建
築
で
も
同
じ
で
、
施
主
の
大
切
な

資
金
で
す
。
そ
れ
を
預
か
っ
て
い
る
責
任
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
自
走
す
る
構
想

　

「
茨
城
県
大
子
町
新
庁
舎
」
の
コ
ン
ペ
当
選
案
は
、
も
と
も
と
延
床
面
積

６
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
弱
の
規
模
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
町
長
選
で
庁

舎
計
画
の
見
直
し
縮
小
を
掲
げ
た
立
候
補
者
が
当
選
し
、
町
長
が
代
わ
り

ま
し
た
。
新
し
い
町
長
は
非
常
に
明
快
な
思
考
を
持
っ
て
い
る
方
で
、
今

回
は
計
画
内
容
を
絞
り
、
後
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
ろ
う
と
い
う
方
針
を

示
し
た
上
で
、
面
積
を
２
割
削
減
、
コ
ス
ト
も
２
割
減
ら
す
よ
う
求
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
設
計
を
再
考
し
、
よ
う
や
く
再
基
本
設
計
、
そ
し
て

実
施
設
計
が
終
わ
っ
て
確
認
申
請
を
出
そ
う
と
し
て
い
た
矢
先
、
台
風
19

号
（
２
０
１
９
年
９
月
）
に
よ
り
敷
地
が
浸
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
も
す
ぐ
に
被
災
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
。
水
に
浸
か
っ
て
も
大
丈
夫

な
建
物
を
設
計
し
て
い
て
も
、
あ
の
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
ら
、
本

当
に
こ
の
場
所
で
い
い
の
か
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
東
京
理
科
大
学
に
賃
借
し
て
い
た
高
台
に
あ
る
町
所

有
の
高
校
跡
地
が
返
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
、
町
長
も
敷
地
を
移
す
こ
と

を
決
断
し
ま
し
た
。
高
台
の
広
大
な
土
地
が
空
い
た
の
で
、
そ
こ
に
敷
地

を
移
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
時
、
茨
城
県
が
大
子
町
の
庁
舎

整
備
を
応
援
し
た
い
と
、
木
造
の
可
能
性
が
あ
る
の
か
と
打
診
し
て
き
ま

し
た
。
協
議
や
申
請
の
結
果
、
補
助
金
も
適
用
さ
れ
、
純
木
造
で
設
計
す

る
こ
と
と
な
り
、
デ
ザ
イ
ン
方
針
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
敷
地
は
浸
水
の
可
能
性
が
あ
り
、
プ
ロ
ポ
案
で
は
ピ
ロ
テ
ィ
の

上
に
２
層
の
建
物
で
構
成
す
る
鉄
骨
造
３
階
建
て
の
提
案
で
し
た
。
次
に

町
長
が
代
わ
り
、
や
は
り
水
に
浸
か
ら
な
い
よ
う
に
盛
り
土
を
し
て
鉄
骨

造
２
階
建
て
に
す
る
案
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
敷
地
が
高
台
に
移
り
、

純
木
造
の
建
築
へ
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
前
の
敷
地
は
川
に
近
く
船
の

よ
う
に
浮
か
す
建
築
を
構
想
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
敷
地
は
丘
の
上
で
す

か
ら
、
こ
こ
に
は
森
の
中
の
よ
う
な
木
の
建
築
が
良
い
の
で
は
と
考
え
た

訳
で
す
。
や
は
り
建
築
は
、
場
所
が
変
わ
れ
ば
改
め
て
し
っ
か
り
と
コ
ン

セ
プ
ト
を
立
て
て
設
計
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
大
子

町
に
も
オ
フ
ィ
ス
を
置
き
、
町
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
計
画
を
ま
と
め
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
建
築
で
は
、
大
き
な
軒
を
持
つ
大
屋
根
の
庁
舎
と
し
て
、
大
子
町

の
自
然
と
呼
応
す
る
新
た
な
風
景
の
創
出
を
試
み
て
い
ま
す
。
柱
と
柱
の

間
隔
は
３
・
６
メ
ー
ト
ル
ピ
ッ
チ
の
正
方
形
グ
リ
ッ
ド
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス

相
次
ぐ
公
共
建
築
の

コ
ン
ペ
と
プ
ロ
ポ
で
最
優
秀
案

遠
藤
克
彦
氏
に
聞
く文

●
山
口
裕
照

（
Ｈ
10
卒
）

日
刊
建
設
工
業
新
聞
社

大阪中之島美術館 
外観 ( 上 )･ 内観 ( 下 ) イメージ

遠藤克彦氏 (H04 卒 )

の
案
を
見
い
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ペ
の
段
階
で
は
夢
と
か
、
在
る
べ
き
論
で
議
論
が
進
ん
で
い
き
ま

す
が
、
実
際
に
は
、
建
築
は
「
構
想
」
自
体
が
力
を
持
っ
て
前
へ
進
ん
で

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
の
例
を
挙
げ
る
と
、
コ
ン
ペ
案
で
描
い
て

い
た
周
囲
の
敷
地
へ
道
路
を
跨
い
で
繋
が
る
二
本
の
ブ
リ
ッ
ジ
で
す
が
、

提
案
書
で
描
い
た
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
こ
の
構
想
が
実
現
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
建
物
だ
け
で
な
く
ブ
リ
ッ
ジ
の

設
計
も
お
受
け
し
て
お
り
、（「
大
阪
中
之
島
美
術
館
」
の
）
南
側
に
あ
る

「
国
立
国
際
美
術
館
」
や
西
側
の
「
未
来
医
療
国
際
拠
点
（
２
０
２
３
年

度
竣
工
予
定
）」
な
ど
へ
の
接
続
に
つ
い
て
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
設

計
は
コ
ン
ペ
に
選
定
さ
れ
た
だ
け
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。
都
市
と
建
築
を

接
続
さ
せ
る
た
め
の
設
計
に
も
終
わ
り
は
な
い
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、（
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
）
横
に
居
て
す
ぐ
に
相
談
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

大
阪
に
オ
フ
ィ
ス
を
置
い
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
に
は
こ
の
美
術
館
で
取
り
組
み
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
学
芸
員
の
厳
し
い
要
求
も
伺
っ
た
上
で
、
そ
れ
に
掛
か

る
追
加
の
施
工
コ
ス
ト
を
き
ち
ん
と
提
示
し
、（
設
計
要
求
と
し
て
）
図

面
に
落
と
し
て
い
く
こ
と
を
シ
ビ
ア
に
行
い
ま
し
た
。
コ
ス
ト
に
弱
い
と

信
頼
を
失
い
ま
す
。
建
築
家
は
ア
ー
ト
と
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
間
を
生
き
て
い

ケ
ー
ル
を
大
事
に
し
つ
つ
、
将
来
の
組
織
改
変
に
応
え
ら
れ
る
可
変
性
と
更

新
性
を
担
保
で
き
る
よ
う
大
き
な
一
室
空
間
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

歩
留
ま
り
を
考
慮
し
て
定
尺
の
木
材
が
使
え
る
よ
う
に
、
木
材
組
合
が
無

垢
材
の
接
着
技
術
の
研
究
や
県
産
材
の
確
保
に
生
き
生
き
と
取
り
組
ん
で
い

る
の
を
見
て
、
こ
の
建
築
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
ず
と
、
構
想
が
人
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。
構
想
が
勝
手
に
人
を
動
か

し
て
い
く
。
い
ま
私
は「
自
走
す
る
構
想
」を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
ス
ケ
ー

ル
を
超
え
て
自
ら
走
る
構
想
が
一
番
大
切
な
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高知県本山町 新庁舎  　外観 ( 近景 ) パース                     遠藤克彦建築研究所提供

茨城県大子町 新庁舎    外観 ( 上 )･ 内観 ( 下 ) パース          遠藤克彦建築研究所提供

■
地
域
と
一
緒
に
取
り
組
み
、
最
大
の
価
値
を
提
供
し
て
い
く

　

「
高
知
県
本
山
町
新
庁
舎
」
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
は
、
総
事
業
費
10
億
円
で

延
べ
床
面
積
３
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
を
作
り
た
い
と
い
う
要
項
で

し
た
。
し
か
し
プ
ロ
ポ
案
を
考
え
て
み
て
も
、ど
う
し
て
も
予
算
が
合
わ
な
い
。

そ
こ
で
プ
ロ
ポ
提
案
の
時
点
で
、
延
べ
２
７
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
案
を
提

示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
選
定
い
た
だ
い
た
後
に
町
と
一
緒
に
設
計
を
進
め
て

い
く
中
で
、
庁
舎
建
設
等
検
討
委
員
会
の
方
々
と
必
要
な
部
署
や
面
積
、
諸

室
数
な
ど
を
徹
底
的
に
議
論
し
、
基
本
設
計
終
了
時
に
は
２
４
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
を
下
回
る
規
模
に
ま
で
絞
り
込
み
、
無
駄
を
そ
ぎ
落
と
し
た
計
画
に
な

り
ま
し
た
。

　

建
物
は
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て
で
正
方
形
の
均
等
な
グ
リ
ッ
ド
プ
ラ
ン
に
な
っ

て
い
ま
す
。
躯
体
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
す
。
地
方
で
は
新
し
い
技
術
を
そ

の
ま
ま
持
ち
込
ん
で
も
簡
単
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
い
か
に
地
元
で
作
れ
る
か
、

地
域
産
材
を
ど
れ
だ
け
使
う
こ
と
が
で
き
る
か
が
大
切
で
す
。
林
業
の
町
で

す
が
、
木
造
に
し
な
か
っ
た
理
由
は
コ
ス
ト
で
す
。
ま
た
雨
が
多
い
土
地
柄

方
法
の
う
ち
、
ど
ち
ら
に
す
る
の
か
を

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
判
断
し
て
も
ら
い
ま

す
。
二
つ
を
一
緒
に
や
る
と
必
ず
問
題

が
生
じ
ま
す
。

　

学
部
時
代
の
設
計
の
先
生
で
あ
っ
た

新
居
（
千
秋
）
さ
ん
が
、
私
が
教
わ
っ

て
い
た
９
０
年
代
前
半
に
「
こ
れ
か
ら

は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
時
代
に
な
っ
て
い

く
」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
学
部
か
ら

大
学
院
に
移
る
間
の
た
っ
た
半
年
で
し

た
が
、
新
居
さ
ん
の
下
で
プ
ロ
ポ
の
特

性
を
学
び
、
プ
ロ
ポ
の
時
代
に
即
し
た

建
築
家
像
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
自
身
の
話
と
し
て
は
、
当
時
は
ま

だ
ま
だ
遠
い
話
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、い
ざ
プ
ロ
ポ
を
主
戦
場
に
す
る
と
、

新
居
さ
ん
の
事
務
所
で
の
経
験
が
生
き
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《業種別仕事紹介・講師リスト》

〈Zoom「ブレイクアウトルーム」機能を利用〉

業種別仕事紹介　14:00-17:00　Zoom ( ウェビナー )
開催主旨説明の後、以下の業種について１５人の講師の方々にご用意いただいた動画を配信する予定です。

[ 業種名 ] [ 企業名 ] [ 担当者 ( 卒業年 )]

以下の OB･OG の方々に、それぞれのご専門領域の解説で紹介をしていただきました。

前 期 進 路 ガ イ ダ ン ス
■ 日　　時：　2020 年 7 月 22 日［木］14:00 ～ 17:00
■ 実施方法：　オンライン (Zoom) ［ブレイクアウトルーム機能］

■ 参　加： 企業数：   15 社　 ［各分野毎に代表 1 社］ 
 学生数：   84 名

1 官公庁等 川崎市 齋藤　史人 (H25)

2 アトリエ系設計事務所 アーキビジョン広谷スタジオ 石田　有作 (H04)

3 エンジニアリング系設計事務所 宮坂設計 宮坂　智信 (H09)

4 組織設計事務所 東畑建築事務所 辻村　典子 (H18)

5 組織設計事務所 三菱地所設計 江口　祥平 (H19)

6 総合建設会社（準大手、構造設計） 五洋建設 桑原　　健 (H29)

7 総合建設会社（中堅、施工管理） 大本組 石川　宣文 (H07)

8 環境・設備関連 須賀工業 齋藤　大輔 (H29)

9 住環境関連 三井ホーム 住野　剛士 (H09)

10 住環境関連 大東建託 伊藤　達彦 (H25)

11 インテリア・ディスプレイ ディー・サイン 川上 　　竜 (H23)

12 技術・材料関連 ノザワ 泉山　一弘 (H06)

13 鉄道 ･ 不動産 ･ ディベロッパー関連 東急 打矢　潤市 (H12)

14 マスメディア トランスコスモス 中村　彩香

15 海外留学・海外就職 スイス留学 根市　　拓 (H26)

OB･

OG
に
よ
る

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

WEBによる新たなる試み

企業別仕事紹介　15:00-17:00　Zoom ( ウェビナー )

参加企業　2020 年度参加社 -58 社

■ 日　　時： 【1 日目】 2020 年 10 月 28 日［水］14:30 ～ 17:00
 【2 日目】 2020 年 11 月 11 日［水］14:30 ～ 17:00
■ 実施方法：　オンライン (Zoom) [ ブレイクアウトルーム機能 ]

後 期 進 路 ガ イ ダ ン ス

（五十音順）

・ 企業ごとのトークルームで OB・OG の方々と直接お話をしていただきます。

・ 皆さんにとって生の情報を得られる貴重な場となると思います。

・ トークルームは 1 回 20 分の入れ替え制とします
（20 分ごとにルームから強制退出させていただきます）。

・ 入室者の多いトークルームでは、1 対１での対話が成り立ちにくくな
りますのでご注意ください。

・ 現段階での進路（目当ての業界・企業）の絞り込みは控え、幅広い企
業の話を聞くことを強く推奨します。

■ 参　加： 企業数：   58 社 
 学生数：   82 名（登録者数：99 名）   ［1 日目］
　　　　　　　　　    （2日目は、原稿〆切時点で未実施のため、
　　　　　　　　　　      次号で報告予定）

《業種別仕事紹介・企業リスト》

1 日目参加企業（10 月 28 日） 2 日目参加企業（11 月 11 日）

官公庁者 川崎市 横浜市

アトリエ設計事務所 三上建築事務所

エンジニアリング設計事務所 造研設計

組織設計事務所
東畑建築事務所、日本設計、松田平田設計、
安井建築設計事務所

竹中工務店、東急設計コンサルタント、日建設計、
ピーディシステム、三菱地所設計、山下設計

総合建設会社
大本組、五洋建設、佐藤工業、大成建設、
大和ハウス工業、鉄建建設、東洋建設、戸田建設、
巴コーポレーション、長谷川萬治商店

安藤・間、奥村組、鹿島建設、清水建設、スターツ CAM、
西武建設、錢高組、大成ユーレック、髙松建設、東急建設、
東京パワーテクノロジー、西松建設、前田建設工業、
三井住友建設

環境・設備関連 須賀工業、大気社 新菱冷熱工業、東洋熱工業、西原衛生工業所

ハウスメーカー

インテリア・ディスプレイ ジーク、東急 Re・デザイン ディー・サイン、三越伊勢丹プロパティ・デザイン

技術・材料関連 ノザワ 旭ビルウォール

鉄道・不動産・
ディベロッパー関連

ジェイアール東日本都市開発、東急 伊藤忠アーバンコミュニティ、成田国際空港、森ビル

マスメディア・情報関連 建築資料研究社 総合資格

その他 TAK-QS( 建築積算 )、日本管財 ( サービス業 )

特別協賛： 建築資料研究社 
協　　賛： 大本組、旭ビルウォール、巴コーポレーション、伊藤忠アーバンコミュニティ、髙松建設

ご感想

■ 多くの学生さんと会話が出来ました。理系（建築）
学生へのアプローチが限られるためありがたい機会
です。

■ 1 人でも多くの学生さんと繋がることが出来て良
かったです。コロナで学生さんと繋がる機会が限ら
れている中でオンラインで開催していただけたこと
に感謝しています。

■ 対面と比較してもかなりスムーズにできました。

■ 意欲ある学生と接点を持つことができました。

■ 小人数ですが構造設計の話をすることができまし
たので、参加した意味はありました。また、大学で
の構造設計の授業がないため、構造設計のイメージ
がし難いという、意見がありました。

■ WEB という事もあり、例年より多くの学生が参加
してくれました。

■ 学生とのコミュニケーションがとれ、現状の理解
ができました。

■ このような状況でＷｅｂでガイダンスを開催して
いただいたことは本当にありがたいことですが、有
名企業に集客人数が偏りすぎ、我々知名度が低い企
業は手も足も出ない状況でした。

■ リモートにも関らず、多くの学生と接する事が出
来ました。

改善のご提案
■ ブレイクアウトルームからメインルームに戻るま
でが 15 秒程度で質問への回答が中途半端に終わって
しまう事が何度かあったため、30 秒程度いただける
とまだ余裕を持って対応ができると思いました。

■ 一度ルームに入ってしまうと 20 分間動きがなかっ
たので、もう少し出入りがあれば良いと思いました。

■ ２０分で強制退出してしますのが難しい点だと思
います。

■ 説明と質疑併せて、1 コマ 30 分程度は時間が欲し
いです。

■ 学生の皆さんのお顔が見えるとより対話形式でで
きたと思います。（カメラ機能が前半オフの方が多
かったため）

■ 会場開催に比べ、企業ごとの訪問者数に開きが生
じた気がします。１社ごとの入室者数制限を設ける
など、できるだけ分散する工夫をお願いしたいと思
います。入室者が多い場合、時間制限もあり、傍観
している学生も多いのではないでしょうか。

■ ブレイクアウトルームの上限 200 人？だと有名な
企業にいくらでも集中してしまうので、上限をもう
少し絞るなどしていただけるのであれば、こちらに
も機会が巡ってきてありがたいです。

■ １回転の時間が短時間で会社説明をする時間が確
保できないので、事前に資料提出等ができれば良い
と思います。

■ 建築・不動産系の企業は水曜日が定休日の会社も
あるため、可能であれば水曜日以外に開催日の選択
肢をいただけますと幸いです。

2020

東京都市大学建築学科同窓会・如学会主催

第８回　進路支援プログラム

小林  茂雄 ( 教授 ) 教室顧問
斉藤  博 (S44) 委員長
石川  宣文 (H07) 副委員長
丹羽  譲治 (S48) 事業局長
露木  博視 (S55) WEB 担当
中野  秀之 (S58) WEB 担当
鎌田  寛人 (S62) 委員
泉山  一弘 (H06) 委員

企業の方々のご意見
下の写真は、例年の「進路ガイダンス」の様子　[ 斉藤博：会場構成、丹羽譲治：会場構成・デザイン ]
本年は、コロナ禍により、大学構内での開催は叶わず、オンライン (Zoom) による「ブレイクア
ウトルーム機能」を利用した WEB での開催となった（p.9 参照）。
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お問い合わせ：如学会 ｢進路ガイダンス委員会｣ 委員長　斉藤博（S44）　Mail： toshibunka@t-lx.co.jp

進 路 ガ イ ダ ン ス 2 0 2 0 報 告

今回の
進路ガイダンス

について

如学会後期進路ガイダンスの目的は

  ①  本学建築学科の学生の就職、進学について OB・OG が親身になって相談に
乗る場を提供すること

  ②  OB・OG を通じて建築の世界や企業を知ること

Zoom のブレイクアウトルーム機能を利用することで、例年と同等のコミュニ
ケーション環境を提供できました。

 後期：企業アンケート  後期：学生 アンケート

学生種別
如学会の

就職支援活動
について

開催時間
について

■ OB/OG の方と関われる貴重な時間になりまし
た。ありがとうございました。

■ コロナ禍で大きなイベントに行くことができな
かったため、様々な職種のお話を聞く機会があり
良かったです。

■ OB・OG の方々から現場の声を聞くことのでき
る貴重な機会になりました。今年は中々実際に訪
問するのは難しいので、今回の進路ガイダンスで
得られるものが多かったと思います。

■ オンラインでの開催と聞き不安でしたが、とて
も分かりやすい進行方法でスムーズに企業のお話
をお伺いすることができました。個別の時間はちょ
うどよかったですが、もう一周くらい企業を回れ
る時間があればよいなと思いました。

■ 参加企業のほかに部門 ( 意匠・構造・環境設備 )
の表記があるとさらに自分の希望のお話が聞けた
のではないかと思います。

■ コロナ禍で就活に対して不安が多くありました
が、今回このような場を設けて頂きとても参考に
なりました。いろんな業界の話を聞くことができ
る経験はなかなかないのでとても充実した時間に
なりました。

■ 院進学か就職で迷っているので進路相談員の方
とお話しできたのがよかった

■ 建築に関する多様な業種の話を聞くことができ
ました。逆に話を聞くほどどの企業も良いと思っ
てしまったため、しっかり自己分析をして自分が
やりたいことを見極める必要があると改めて感じ
ました。

■ 閉会後にフリーの時間をくださったことで、気
になった企業さんにたくさんのお話を聞けたので
良かったです。

■ 直接話すことのできる機会をつくってくださり
ありがとうございました。

■ あまり質問はできなかったが、有意義な話が聞
けた。

■ 貴重なお話をリラックスした雰囲気でお伺いす
ることができ、参加して良かったです。特に進路
相談室で相談させていただけたことが、進路を考
える上で大変参考になりました。

■ いろいろな職種の方から話を聞けて、とても有
意義な時間となった。

■ このご時世の中企業からの意見や自分が気にな
る質問などができたので非常に良かったです。

■ 研究室の卒業生からとの会社に就職していたの
かを調べていてよかった。同じ研究室の先輩方の
ためどのように 4 年次を過ごして就活をしたかな
どを詳しく伺うことができて今後の学生生活、就
活どちらにおいてもよい機会になった。

■ コロナ渦でも OB 訪問や現場見学につながる
きっかけとなった。

■ 一つ一つの時間は短く感じましたが、適切だと
思いました。フリートークの時間を利用できるた
め、満足できました。

■ 業界研究及び企業研究に非常に役に立ちまし
た。ありがとうございました。次回も参加させて
いただきたいと思います。

■ 本来なら実際にお会いしていろいろな質問した
かったが、ZOOM であったためにあまりたくさん
聞くことができなかった。インターンも少なかっ
たため企業のことを知ることが少なかったのでこ
の機会はとても有意義だと思った。

■ 今まで検討してことのない企業の話が聞けて勉
強になりました

■ 普段あまり話を聞いたことがない企業なども話
を聞くことができて、とても参考になりました。

■ 今までで応募していたが、インターンシップに
参加できなかった企業の話も聞けてとても参考に
なった。

■ もっと多くの企業に参加していただきたかった
です。

学生ファーストの観点で、2019 年度から「進路ガイダンス」は、第１部「業種
別仕事紹介」を 6 月に前倒しで実施し、第２部「企業別仕事紹介」を 10 月に開
催しています。
従来の「業種別仕事紹介」の目的を「業界研究支援」と位置づけ、6 月に提供す
ることにより、研究室を決める前に、各業界の仕事内容の理解を深め、自らの
適性や資質、人生設計について良く考え、じっくりと進路を検討する時間を提
供することができました。
さらに「やりたい仕事」をイメージして 10 月の「企業別仕事紹介」に参加する
ことで、詳しく知りたい企業のＯＢに積極的にアプローチする姿勢や、知らな
かった企業のＯＢとも対話する姿勢につながりました。豪雨災害の影響で、開
催日の延期や開催場所の変更がありましたが、例年以上に活気のある進路ガイ
ダンスとなりました。

● 昨年の如学会進路ガイダンスの手ごたえ

当初 2020 年度の「前期進路ガイダンス」は、6 月 17 日を予定していました。
しかし、新型コロナウィルス感染症対策で大学が入構禁止となったことで開催
の目途が立たなくなり、開催日の延期が 4 月に決定しました。
5 月 26 日には緊急事態宣言が解除され、就活サイトで 6 月から就職準備情報の
提供が始まりましたが、学生の間にはコロナ禍での就職活動への不安が急激に
広がりました。

● コロナ禍の就職活動

出典：2022 年卒学生の就活、不安なのは「採用数の減少」が 9 割近く。「先輩の情報が参考にならない」という声も【ディスコ調べ】

《コロナ禍の就活について不安なこと》

進路ガイダンス委員会では「業種別仕事紹介」を「前期進路ガイダンス」、「企
業別仕事紹介」を「後期進路ガイダンス」と呼び、区別しています。
昨年の実績から「前期進路ガイダンス（業種別仕事紹介）」は、研究室決定前に
提供したいカリキュラムです。そこで建築学科の研究室志望届の予備調査提出
前の 7 月 22 日に、Zoom ウェビナーで開催することとしました。
Zoom ウェビナーはホスト（情報委員会）と指定されたパネリスト（如学会会
長、就職担当教授、進路ガイダンス委員会）がビデオや画面を共有できるよう
に設計されています。学生は、視聴専用の出席者として参加し、Q&A、チャット、
アンケートへの回答を通じて、パネリストとやり取りができます。
そこで「前期進路ガイダンス（業種別仕事紹介）」の登壇者に、ビデオの提供を
お願いしました。
ビデオの内容は「仕事内容や業界への理解を深めることができ、学生が自己の
適性を把握できるもの」と依頼しており、準備期間の短さやビデオ作製の手間
などを考慮して、今回は昨年の登壇者を軸に調整しました。
登壇者のみなさまには、仕事内容をわかりやすく大変丁寧にご紹介いただきま
した。御多忙中のところ業界研究支援にご協力いただきまして大変ありがとう
ございました。

● コロナ禍の如学会「前期進路ガイダンス」

■ 入社してからの流れや企業の強み、事業の具
体的な内容など様々なことを知ることができま
した。そして OB の方との対話できる貴重な経
験でもあったのでとても良いガイダンスだと感
じました。

■ オンラインでの開催で少し不安があったのです
が、聞きたいことも聞けて非常に有意義な時間を
過ごさせていただきました。

■ 今日は自分の興味のある分野から、そうでない
分野まで多くの話を聞くことができました。自分
は人が少ない時間を選んで話をさせていただいた
のですが、やはり 5 人程度になると 1 回も質問が
できない人もいたので、もう少し長い時間が欲し
い時もありました。

■ できればもっと多くの企業について聞いてみた
かったです。

■ とても参考になったので次回も参加したいです。

■ OB,OG ならではの通常の合同説明会では聞けな
いようなことまで質問できる場があったのは就活
生として大変ありがたく貴重な機会になりました。
ありがとうございました。
会社ごとに簡単な概要の後に質問の時間になるの
か、20 分全部質問の時間になるのか統一されてお
らず、OB,OG の方々も困惑していたように感じら
れたので、統一するとより有意義な時間になると
思いました。

■ 気軽にルームにはいれてよかった。

■ 幅広い企業について知る機会となりました。
もっと他の企業についても知ることができたら
もっと良い時間になったと思います。

■ OB・OG の方から直接お話を聞くことができた
ので、会社説明会が身近に感じられ、貴重な時間
を過ごせました。

■ 自分の進 路を考える上でとても参 考になりま
した。

 Zoom の「ブレイクアウトルーム」機能について 後期進路ガイダンス

官
公
庁
等

海
外
留
学
・
海
外
就
職

マ
ス
メ
デ
ィ
ア

鉄
道･

不
動
産･

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
関
連

イ
ン
テ
リ
ア
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

技
術
・
材
料
関
連

住
環
境
関
連 [

集
合
住
宅]

住
環
境
関
連 [

戸
建
て
住
宅]

環
境
・
設
備
関
連

総
合
建
設
関
連
（
中
堅
、
施
工
管
理
）

総
合
建
設
関
連
（
準
大
手
、
構
造
設
計
）

組
織
設
計
事
務
所 [

監
理]

組
織
設
計
事
務
所 [

意
匠
設
計]

エ
ン
ジ
系
設
計
事
務
所

ア
ト
リ
エ
系
設
計
事
務
所

16 17

11

17

24
22

18
20

17
19

26

7

40

7

19

興味を持った職種（人数 )

25 件

92 %

8 %

参加してよかった

どちらとも言えない
0 % 期待外れ

55 件

83.6 %
学部３年

修士１年

14.5 %

1.9 %
その他

55 件

100 %

55 件

0 % 参考にならず

参考になった

85.5 %
妥当

短い

14.5 %

1.8 %
長い

満足度

65 件

60 %
大変参考になった

参考になった
40 %

0 % 参考にならず

開催時間
について

64 件

73 %

妥当

短い

25 %

2 % 長い

コロナ禍の就職活動支援のありかたについて理事会で協議を重ねた結果「情報
委員会の協力を得てオンラインで、できる範囲の就職活動支援を行う」ことが
決まりました。

採用数の減少
インターンシップの減少
就職に関する情報の不足

学業と就職活動の両立
先輩の就活情報が参考にならない

課外活動・アルバイトなどができず、アピールできない
ゼミ・研究活動が進まず、アピールできない

就活費用（アルバイトができないなど）
留学の中止や時期変更で、就活の時期がずれるかもしれない

その他
コロナの影響による就活への不安はない

(%)

学生の皆さんのご意見

前期：学生 アンケート
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■ バルセロナの旧市街地ブケリア市場を抜け、シュタリア公園の手前
の路地を入るとピカソ美術館が見えてくる。古い邸宅の中庭を抜け中に
入るとピカソの世界で埋め尽くされ、その中に絵画や陶器の作品が置か
れている。窓から入るカタルーニャの明るい光がより鮮やかに作品をよ
り印象的に見せてくれる。
■ そのピカソの作品に因んだヨックモック美術館はオーナーと一緒に
設計者が土地探しから始め、南青山の住宅街の一画に建てられた。
■ 大き目の住宅に見える建物でマットな象牙色タイルの大壁の下に、
ブルーの「ＹＯＫＵＭＯＫＵ - ＭＵＳＥＵＭ」のサインがさり気無く取
り付けられているのでここが美術館だということが初めてわかる。
■ 美術館のエントランスは、ヨックモック本店と同じ印象的なコバル
トブルー・タイルが張られたエレベーターの前を抜け、地面から浮かせ
た外壁との隙間を抜けた先にある。
■ ガラスで支えられたようなタイルの白壁の裏は…アースカラーのタ
イル壁と面一にロッカーが埋め込まれ、与えられた空間を無駄にしない
設計者の心意気が見て取れる。
■ 美術館は 1 階から黒壁の階段を降り地下の展示室を見て回り、エレ
ベーターで 2 階の外光の入る展示室へといざない、中庭の外部階段を降
りて一階のカフェ・イベントスペースへと回遊する仕掛けとなっている。
■ 地下の展示室は企画展にも使えるように計画され、2 階の展示室は、
外光の下でピカソの陶器の明るい色づかいを五感で味わう、ヨックモッ
クのお菓子作りと同様に、丁寧に作品が見られる「対話的展示空間」に
したいというオーナーの要望を具現化したもの。
■ 長い設計・工事期間の中で様々な検証・意見交換を積み重ね、纏め
上げた設計者の思いが各所を見るごとに伝わってくる。

ヨックモック美術館 (2020 年 10 月 25 日 OPEN 予定 )

視察レポート
2020 年 8 月 22 日 [ 土 ]

栗
田
祥
弘 （
Ｈ
10
卒
）

栗
田
祥
弘
建
築
都
市
研
究
所

同
窓
生
の
活
躍
ー
３

文 三好敏晴（H10 卒）

 造研設計／構造設計一級建築士

撮影 ：猿山知洋（写真家）

文 新居仁（S48 卒）

 新居デザイン・HAD 一級建築士事務所

■ 目立たない形でサッシュと木床の間にスリットを設け空調の処理を
行なっているのも一見の価値あり。
■ 外階段を下りた 1 階の中庭はこげ茶色のセラミックタイルで敷き詰
められ、切り取られた空からの日差しが株立ちのハナミズキにも降り注
いでくる。
■ 中庭に面して「Art for cafe」( カフェ▶ヴァローリス ) にはミニライブ
ラリーが設けられ、各種の講演会やイベントなどにも利用され、ヨック
モックのオリジナルのケーキやお菓子を楽しめるとのこと。
■ スウェーデンの YOKKMOKK 市から店名を取ったヨックモックがお
菓子を通じて培ってきたホスピタリティー、文化発信のお茶の時間
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馴染む外観、映える内観
鎌倉市の認可保育園「山崎保育園」見学記

2020 年 3 月 26 日 [ 木 ]

斉
藤
真
一
郎 （
Ｈ
10
卒
）

斉
藤
建
築
設
計
事
務
所

同
窓
生
の
活
躍
ー
２

■ 春の日差しの中、大船駅から湘南モノレールで一駅の「富士見町駅」
から歩くこと 5 分、閑静な住宅街の中に、その保育園は建っていた。
設計者の斉藤真一郎氏とは、2018 年に行った建築学科（Ｈ 10 卒）同窓
会で、20 年ぶりに再会した。その後、二度ほど同期の集まりで会い、こ
のプロジェクトの話を聞いていた。鎌倉市に住む私にとって、山崎保育
園はとても近く、現場のときから見学に行きたいと思っていたが、結局
はこの内覧会となってしまった。
■ 木目と白を基調とした外観は、一見して保育園とは思えない。余計な
ものを排した広く心地よさそうな園庭には、遊具などがほどよく置かれ、
子どもの外遊びにはうってつけだ。小さな丘もあり、子どもたちの走り
まわる姿が想像できる。
■ 建替え前の園庭は、南側に面してはいるものの細長く使いづらい形状
だったため、クライアントから「運動会ができる園庭に！」という強い
要望があったとのこと。建物と園庭の配置を変え、西側に広く開けるこ
とで、見事要望を叶えていた。
■ シャープな外観は、一見、鉄筋コンクリート造？と思ってしまった。
確か、鉄骨造だと聞いていたはず・・・そばに寄るとバルコニーがコン
クリート打ち放しのキャンティスラブとなっていた。そのためその様な
印象を受けたのだ。鉄骨の梁やデッキスラブではこのシャープな外観と
はいかなかっただろう。
■ 建物に一歩入ると、一転して木材を使用した温かな空間で、自然な光
と風のながれを感じた。木材をふんだん使用しているが建材も上手く組
み合わせて、コストを意識した作りとなっている。保育室はどの部屋も、
照明が不要なくらいの自然光に溢れる設計となっており、風が通り抜け
るなかでのお昼寝はさぞ心地よいことだろう。

■ 所々に絵本コーナーがあり、子ども心をうまくつかんでいる。やはり、
2 児の父親の設計によるものだからだろう。
■ 机・トイレ・手洗い・・・どれも小さくてかわいらしい・・・
床下に暖気を吹き込むパッシブエアコンを採用しているらしく、どの
部屋も温度差がない心地よい空間となっており、温熱環境にも配慮し
ている。
■ 斉藤氏は、今まで保育園を数多く手がけている。保育園を選んで設計
しているのかと思い聞いてみると、業務は住宅から公共工事まで幅広く
行なっているが、なぜか保育園ばかり依頼されるのだとか・・・やはり、
子どもたちにも保育士さんにも心地よい空間で、コストとのバランスを
意識した設計が、多くのクライアントの心をつかむのだろう。

撮影 ：山岡嘉彌

■ 中庭の吹き抜けを
取り囲んで設けられ
た 2 階展示室は、壁
と天井の間に屋根の
勾配に沿ってガラス
を入れ、中庭側の全
面ガラスと合わせ豊
かな光を展示室に採
り込んでいる。

FIKA( フィーガ ) を味わえ
る空間となっている
■ 設計者がこれまでこだ
わってきた、空間の切り
取り、一つ一つの素材の
扱いと色使いがコンパク
トな建物の中で存在感を
保ちながらもうまくまと
められている。
■ 建物のつくりは青色の
印象的なタイルの壁をエ
ントランスのアクセント

に使い、象牙色タイルで外装の壁を作り、4 色に焼かれた青色のセラミッ
クの屋根 ( 空からしか見えないのは残念 ) をガラスで浮かせ、材料の持
つ質量・重さを感じさせない軽快な構成になっている。
■ 「テラジマハウス」、「和味大輔」、「花子」、「ウエハラコマチ」等の設
計でも見られる、建物の分節化の手法が今回も具現化され、素材の使い
方、色彩へのこだわり、ヒューマンスケールを常に意識した設計者のモ
ノづくりの姿勢が感じ取られる、ヨックモックミュージアムであった。
■ 今後スケールが大きな建物を設計されるとき、これまでの設計と同
様に栗田氏の同期の構造設計家・三好敏晴氏と組んで、どのような空間・
素材・色調・構造の処理を見せてくれるのか楽しみにしている。
■ 展示内容が整備される 11 月以降に如学会主催の見学会を実施予定。

（如学会 HP 及びメールマガジンでお知らせします。）
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「如学会 NEWS」 ・1999-2010　— その 1 

如学会
NEWS

新如学会会長　古畠誠一氏 日本建築学会賞受賞　濱本卓司教授 「大厦成る」を著わされた　広瀬鎌ニ名誉教授 前・武蔵工業会理事長　白川浩司氏 ㈱松田平田設計代表取締役社長　中園正樹氏

日本建築学会賞受賞　宿谷昌則教授 如学会新会長　畑和男氏 日本都市計画学会賞と日本建築学会賞を受賞　住吉洋二氏 本学出身で初の日本建築学会賞 ( 作品 ) を受賞　三宅敏郎氏 如学会名誉会長　本学名誉教授　笹原貞彦氏

旭日双光章叙勲と文画集を刊行　明智克夫氏 日本建築学会賞 ( 業績賞 ) 受賞　本学客員教授　新居千秋氏 如学会新会長　本学教授　岩﨑堅一氏 我が国女流建築家の草分け的存在　中原暢子氏

フランス芸術文化勲章「シュヴァリエ」受勲　伊丹潤氏 IASS・坪井賞を受賞　構造家　相原俊弘氏 工学博士　本学教授　鈴木一氏 第一工房代表　高橋 一氏

日本建築学会賞受賞　手塚貴晴准教授 東京都市大学都市生活学部教授に就任　淺石優氏 日本建築学会賞 ( 作品 ) を受賞　石上純也氏

特
集

今
ふ
り
か
え
る

● 

如
学
会
の
歩
み
ー
１

展示計画・ポスター・フライヤー：丹羽譲治　　制作：露木博視　　建築 100 人展  2017･ 図書館展（世田谷キャンパス）

２
０
２
０
年
は
世
界
中
に
人
々
に
と
っ
て
、
大
き
な
節
目
と
な
る
年
で
し
ょ
う
。

如
学
会
に
と
っ
て
も
３
期
９
年
を
つ
と
め
た
現
体
制
の
最
終
の
年
度
と
な
り
ま
す
。

私
は「
如
学
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
を
手
始
め
に
、
如
学
会
に
関
わ
り
は
じ
め
て
25
年
。

四
半
世
紀
を
節
目
に
退
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
の
期
に
、「
次
の
如
学
会
に
向
け
て
」、
回
顧
録
の
特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
次
の
如
学
会
に
向
け
て
」

本
号
と
次
号
の
二
回
に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。

ま
ず
は
如
学
会
活
動
の
四
本
の
柱
で
あ
る「
建
築
１
０
０
人
展
」「
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

「
特
別
講
義
」「
如
学
会NEW

S

」、
及
び「
そ
の
他
の
事
業
」（
技
術
研
修
会
・
建
築
見
学
会
・
都
市
建
築
ツ
ア
ー
・
講
演
会
）」
の
内
、

「
建
築
１
０
０
人
展
」
を
次
号
に
送
り
、
そ
れ
以
外
の
各
事
業
の
記
録
と
連
載
記
事「
女
流
フ
ァ
イ
ル
」
の

歴
代
の
女
性
た
ち
を
一
覧
出
来
る
カ
タ
チ
で
ま
と
め
ま
し
た
。

如
学
会
会
長
●

山
岡
嘉
彌
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「如学会 NEWS」 ・2011-2020　— その２ 

20162015201420132012 20202019201820172011
秋春

9
月
2
日 

野
田
佳
彦
が
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
、
野

田
内
閣
発
足
。

7
月
17
日 

FIFA

女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ
ツ
大

会
が
開
催
、な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
が
優
勝
。

3
月
31
日 

東
京
に
お
け
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
音
声
放

送
、
実
用
化
試
験
放
送
を
終
了
。

3
月
11
日 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震

災
）
が
発
生
。

「広瀬鎌二建築展ＳＨ＋　第二回」レポート
千代田生命本社ビルと街並み見学

（現・目黒区総合庁舎 )
浅井アーキテクツ 作品見学会
三浦工務店本社＋亀有香取神社
佐野プロジェクト・旧伊達医院改修計画
西那須野まちづくりプロジェクト
貝田の未来を考えるプロジェクト

「建築都市デザイン学部」創設記念
総会・講演会・懇親会のご案内

「建築＋都市／ 100 ＋ 100 人展２０２０」
〈大学展〉〈浅草展〉出展及び参加のお誘い

如学会データベースと校友会オンライン
「女流ファイル」PART･21

卒業設計・卒業論文
修士設計・修士論文
蔵田賞・如学会賞

トピックス： 如学会講演会　西澤信二氏　聴講
レポート

「エンタテイメントシティ渋谷の実現に向けて」を
語る
宿谷昌則 教授 最終（再習）講義「建築環境学 外論」
レポート
宿谷昌則 教授 懇親会兼再習ゼミ レポート

「夏期特別講義」14 人の卒業生が充実した講義
「建築１〇〇人展・浅草展」出展者・参加企業募集

３泊６日（機中２泊）「パース・シドニーの旅」
レポート

「ＴＣＵ学生・ＴＡＰ留学中の２大学を訪ねて」
「進路ガイダンス 2019」盛大に開催
「特別養護老人ホーム　花子」内覧会
「女流ファイル」PART･20

定期総会・講演会・懇親会報告
2018 年度決算報告・2019 年度予算案

インタビュー／住宅から公共建築まで・遠藤克彦
「建築都市デザイン学部」 創設記念
「前期・進路ガイダンス」 レポート

WEB による新たなる試み「後期・進路ガイダンス」
に向けて
新建築都市デザイン学部長に着任して／学部長  
勝又英明 
退任報告／名誉教授  大橋好光 
児童施設園長に就任して／特任教授  手塚貴晴
特集・如学会９年間の活動と今後に向けて－１

「ヨックモック美術館」 ( 設計・栗田祥弘）レポート
「山崎保育園」( 設計・斉藤真一郎）  見学記
「女流ファイル」PART･22

2019 年度如学会決算報告，2020 年度如学会予算
報告

海と砂漠の近未来都市デザインとルーブル ･ アブ
ダビ見学

「ドバイ・アブダビ都市建築ツアー」レポート
「やま仙・日本料理店」を設計・ウガンダに建築

甦る広瀬鎌二のディテール「広瀬鎌二建築展ＳＨ＋」
報告
如学会主催　建築学生のための「進路支援プログラム」
ＯＢ ･ ＯＧによる進路ガイダンス

「建築１００人展２０１８ 大学展・浅草展」開催
追悼　中園正樹 氏

「如学会の由来」
「女流ファイル」PART･19

卒業設計・卒業論文
修士設計・修士論文
蔵田賞・如学会賞

遠藤克彦建築研究所 遠藤克彦 氏 講演会
「近作について ( 大阪新美術館計画案ほか )」を語る
「夏期特別講義」14 人の卒業生が充実した講義
「軍艦島をはかる」日給社宅 (16 ～ 20 号棟連結建物 )

をはかる
三宅敏郎 先生 を偲ぶ会
東京都市大学世田谷キャンパス
新６号館竣工記念シンポジウム
世田谷キャンパス再編の一環事業として
特別企画・世界文化遺産 

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」
「新 ･ 建築１００人展 2018」
「大学展・浅草展﹂出展者・参加企業募集

記念講演会 ･ シンポジウム ･ クルーズ船貸切パーティ
オープニングイベント参加者募集

「進路ガイダンス 2018」11 月 21 日開催案内
「ドバイ ･ アブダビ都市建築ツアー」

軽井沢 ･ 建築見学と文化講座ツアー
「ウエハラコマチ」内覧会

技術見学会﹁コクヨ ･ ニューオフィス」
「赤レンガ卒業設計展 2018」
「女流ファイル﹂ＰＡＲＴ ･18
「古滝屋原子力災害考証館プロジェクト」

2018 年度 ･ 如学会新組織図
定期総会・講演会・懇親会報告
決算報告・予算

インタビュー 東京オリンピック・パラリンピック
ヨットレース会場となる「湘南港ヨットハウス」
設計者 西田勝彦氏（S45 卒）に聞く

「大成建設技術研究所・技術見学会」
「コトブキシーティング・技術見学会」

第２回「軍艦島をはかる」
「小中学校（70 号棟）耐波建築（31 号棟）最大の

建物（65 号棟）をはかる」
如学会主催　建築学生のための「進路支援プログラム」
ＯＢ ･ ＯＧによる進路ガイダンス

「建築１００人展 2017 図書館展・大学展・浅草展」
開催
建築学科だより

「都市大校友オンライン」登録について
「女流ファイル」PART･17

卒業設計・卒業論文
修士設計・修士論文
蔵田賞・如学会賞

政策研究大学院大学名誉教授
橋本久義 氏 講演「モノづくりとグローバル戦略」を語る

「夏期特別講義」15 人の卒業生が充実した講義
「軍艦島をはかる」 島内最古の建物 30 号棟をはかる

追悼・木村富夫 先生
六華会、母校で「卒業六十周年を祝う会」

「東芝ライテック技術見学会」ＬＥＤ照明を研修
如学会主催・校友会・柏三水会・坂倉準三展実行委員会共催
忙しい人のための３泊５日・パリ弾丸ツアー

「坂倉準三パリ展」参加とコルビュジェ作品＋最新建築
視察ツアー

「建築１００人展 2017」
初の大学図書館主催「図書館展」開催案内

「大学展・浅草展」出展者・参加企業募集
「進路ガイダンス 2017」11 月 22 日開催
「赤レンガ卒業設計展 2017」
「女流ファイル」PART･16
「いわき・ボランティアルームプロジェクト」

大学生と高校生でつくる福島のまちの未来
2017 年度 定期総会・講演会・懇親会報告

遠藤克彦氏「大阪新美術館」コンペ勝利
「建築 100 人展 2016 大学展・上野浅草展」開催

建築学生のための如学会「進路支援プログラム」
「進路ガイダンス 2016」開催
「縄文展」（ブルガリア国立考古博物館）
「世界遺産・富岡製糸場」バスツアー

第 2 回夢キャンパスセミナー
「震災後のサポートとまちづくり」
「大須賀常良先生没後 20 年に想う」
「いつもの仲間の同窓会」

武蔵工業大学建築学科合同同窓会 2016
「女流ファイル」part･15

卒業設計・卒業論文／蔵田賞・如学会賞
修士設計・修士論文

2016 年　熊本地震による文化財建造物の被害状況
函館・都市建築視察ツアー

「建築 100 人展 2016 大学展 ･ 浅草展」出展者募集
東京都議会議長 ･ 川井しげお氏講演会レポート
追悼・高橋　一先生
濱本卓司教授 最終講演

「旭硝子 鹿島工場」見学会
「丸の内界隈の文化遺産」見学会
「進路ガイダンス 2016」予告
「夏期特別講義」報告
「赤レンガ卒業設計展」レポート
「フレッシャーズキャンプ」
「女流ファイル」Part･14
「社会をデザインする先駆者が語る」Part-4

如学会 2016 年度定期総会・講演会・懇親会報告

「建築 100 人展 2015・10 周年記念大学展・美術館展」 
開催
建築学生のための如学会「進路支援プログラム」

「進路ガイダンス・2015」開催
「蘇える武蔵工業会館」
「東京都市大学フェア in 静岡」

海外報告
「スキルアップ講座」開催

都市大建築の将来像 -3
「女流ファイル」PART･13

卒業設計・卒業論文／蔵田賞・如学会賞
修士設計・修士論文

堀場弘教授「日本建築大賞」受賞
福島加津也講師「日本建築学会賞（作品）」受賞
作品見学会「工学院大学 弓道場・ボクシング場」

「建築 100 人展 2015 ／ 10 周年記念大学展 ･ 美術館展」
出展者募集

「金澤の最新建築と古都の風情と食の文化を訪ねる旅」
上野の森美術館にて初の建築展として

「建築 100 人展 2015 巡回展」開催予定
「建築 100 人展・10 周年記念誌」同時発刊

三木千壽学長講演会レポート＆インタビュー
追悼・望月重名誉教授

「大林組技術研究所」見学会
「旧岩﨑邸 + 東大本郷キャンパス」見学会

第 3 回「進路支援プログラム」予告
「夏期特別講義」報告
「赤レンガ卒業設計展」レポート
「女流ファイル」PART･12

第 3 回「社会をデザインする先駆者が語る」
如学会 2015 年度定期総会・講演会・懇親会報告

ウクライナ建築視察団来訪
「建築 100 人展 2014・大学展・銀座展」開催
「建築 100 人展 2015・10 周年記念大学展・美術館展」

開催予定
如学会「進路支援プログラム」

「進路ガイダンス・2014」開催
OB・OG による会社説明・懇親会
報告レポート・アンケート集計
追悼・北澤宏一学長

「住空間 eco デザインコンペディション」最優秀賞受賞
「日新工業建築設計競技」最優秀賞受賞
「新時代のガラスの可能性を探るツアー Phase・1」
「社会をデザインする先駆者が語る」( 第 2 回 )
「笹原アーカイブ」
「女流ファイル」PART・11

卒業設計・卒業論文／蔵田賞・如学会賞
修士設計・修士論文

「住吉先生に感謝する会」レポート
「進路支援プログラム／進路ガイダンス 2014」
「被災地支援プログラム」久之浜スタディツアー
「江の島湘南港ヨットハウス」見学会
「建築 100 人展 2014｣ 開催案内・出展者募集

北澤宏一学長インタビュー「東京都市大学の将来像とは」
北澤宏一学長講演会レポート

「日本の科学技術のポテンシャル」
特集・日本建築学会賞受賞を語る　近藤靖史・溝口明則・羽鳥達也
内閣総理大臣賞受賞を語る　皆川滋
如学会・研修交流ツアー（共催・校友会、柏三水会、
柏門技術士会、校友会台湾支部）

「台湾・近未来都市デザインと食文化を訪ねて」開催
馮寄台・元駐日代表 ( 大使 ) による校友会台湾支部 交流・
懇親会  「台日親善の夕べ」開催
社会をデザインする先駆者が語る
第１回「シェアを創り出す」

「階段のヨコモリ工場見学と小江戸川越散歩」
伊豆大島古民家再生プロジェクト

「赤レンガ卒業設計展 2014」
「女流ファイル」PART・10 

2014 年度・定期総会・懇親会

同期会の雄「六華会」(S32 卒 ) の軌跡
蘇る巨匠の作品とその図面
文化庁・国立近現代建築資料館開館

「人間のための建築／建築資料にみる坂倉準三」展
「茅ケ崎シオン・キリスト教会・聖鳩幼稚園」見学会

レポート
如学会「進路支援プログラム」
特集１・進路ガイダンス」開催される
OB による就職・進学ガイダンス
報告レポート・アンケート集計
特集２・追悼・江口禎先生

「建築 100 人展 2013･ 大学展・銀座展」開催レポート
「建築 100 人展 2014･ 大学展・銀座展」開催予告
「女流ファイル」PART・9

卒業設計・卒業論文
修士設計・修士論文
蔵田賞・如学会賞

中村英夫名誉総長インタビュー
手塚貴晴教授講演会レポート「最新作を語る」

「竹中技術研究所」技術見学会レポート
建築 100 人展 2013･ 大学展 開催案内 ･ 出展者募集
建築 100 人展 2013･ 銀座展 開催案内 ･ 出展者募集
如学会新年度事業スタート
特集・進路支援・資格支援プログラム

「進路支援プログラム／就職・進学ガイダンス」
「資格支援プログラム／資格取得優遇措置」

夏期特別講義 報告
建築学科教室との交流会
小見康夫教授 講演会レポート

「わたらせ養護園」作品見学記
赤レンガ卒業設計展

「女流ファイル」PART・8
2013 年度・定期総会・懇親会 報告

清水建設技術研究所 技術見学会レポート
「ＪＡ東京むさし本店」
「小金井市民交流センター」

作品見学会レポート
震災体験とその後の復興への歩み -3
特集１・東日本大震災
シンポジウム「考・東日本大震災－その 2」

「都市工学・建築学が連携し、考え、行動を」
如学会研修旅行レポート

「被災地その後」の視察
「久之浜」如学会青年委員会

特集２・インタビュー ｢地域のアーキテクト・ビルダー」
特集３・「建築 100 人展 2012」開催レポート
特集４・「女流ファイル」PART･7
特集５・卒業設計・論文　修正設計・論文

中村英夫学長講演会レポート
「国土とインフラストラクチャー」

100 人展 案内 ･ 出展者募集
如学会活動の新方針
特集１・「学ぶに如かず」
新しい【如学会】を原点から考える
特集２・広瀬鎌二先生 追悼
特集３・夏期特別講座 報告

「女流ファイル」PART・6
2012 年度・定期総会・懇親会 報告

オリオンの輝き
森と被災地を結ぶプロジェクトについて
東北地方に於ける私の構造設計活動ほか
考・震災シンポジウム・レポート
わたしたちは震災から何を学ぶか？
震災体験とその後の復興への歩み -2
特集・東日本大震災
Classmate's TALK　紙上同窓会 ･S59 卒

「建築 100 人展 2011｣ 開催レポート
卒業設計・論文
修士設計・論文
神奈川県建築士会会長インタビュー

「女流ファイル」PART・5
デジタル環境ならではのモノづくりを考える

特集・東日本大震災
震災体験とその後の復興への歩み -1
如学会研修ツアー
日土小学校と直島・犬島・豊島を訪ねて
都市大学建築の将来像 -2
夏期特別講義報告
涌井史郎氏講演会レポート
伊丹潤氏を偲ぶ
１００人展 出展者募集
会員委員会レポート
新刊図書紹介

「女流ファイル」PART・4
2010 年度・定期総会・懇親会 報告
2011 年度・定期総会・懇親会 予告

特集・Classmate's TALK 　級友座談会・S48 卒
建築 100 人展　開催レポート
2010 年大学展
2011 年銀座展
2011 年大学展 出展者募集
都市大学建築の将来像 -1

「デザインの次は研究論文の活発化だ」
卒業設計・論文
修士設計・論文
記事・渋谷コロキウム

「光文化と都市」
100 人展とシンポ開催
文化遺産の街歩きと軍艦島紀行

「女流ファイル」PART・3
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12
月
26
日 

安
倍
晋
三
が
内
閣
総
理
大
臣
に
再
就
任

し
、
第
2
次
安
倍
内
閣
発
足
。

12
月
16
日 

第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
。
自
由
民
主

党
が
単
独
で
絶
対
安
定
多
数
を
確
保
す
る

大
勝
。

10
月
8
日 

山
中
伸
弥
教
授
（
京
都
大
学
）
が
ノ
ー
ベ

ル
生
理
学
・
医
学
賞
受
賞
（
日
本
人
と
し

て
25
年
ぶ
り
史
上
2
人
目
）。

9
月
11
日 

尖
閣
諸
島
国
有
化
。

5
月
5
日 

北
海
道
電
力
泊
発
電
所
が
運
転
停
止
。

1970

年
以
来
42
年
ぶ
り
に
日
本
の
原
子

力
発
電
所
の
発
電
量
が
ゼ
ロ
と
な
る
。

2
月
29
日 

自
立
式
鉄
塔
と
し
て
世
界
一
と
な
る
高
さ

634m

の
展
望
タ
ワ
ー
「
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
」
竣
工
。

6
月
22
日 

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
。

3
月
16
日 

東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
と
東
急
東
横
線
の

直
通
運
転
を
開
始
。
こ
れ
に
よ
り
東
武
東

上
線
小
川
町
エ
リ
ア
・
西
武
池
袋
線
所
沢
、

秩
父
エ
リ
ア
か
ら
横
浜
高
速
鉄
道
み
な
と

み
ら
い
線
の
元
町
・
中
華
街
駅
ま
で
が
一

本
に
。

12
月
17
日 

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
着
工
（
東
京 - 

名

古
屋
間
の
起
工
式
）。

10
月
7
日 

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
赤
崎
勇
・
天
野
浩
・

中
村
修
二
が
受
賞
。

4
月
1
日 

消
費
税
が
5%
か
ら
8%
に
増
税
さ
れ
た
。

3
月
7
日 

超
高
層
ビ
ル
「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」
全
面

開
業
（
開
業
時
点
で
は
日
本
で
最
も
高
い

地
上
60
階
建
て
・
高
さ300m

）

10
月
6
日 

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
梶
田
隆
章
が
受
賞
。

10
月
5
日 

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
指
定
開

始
／
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
大
村

智
が
受
賞
。

9
月
19
日 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ2015

日
本

対
南
ア
で
日
本
が
歴
史
的
勝
利
。

9
月
1
日 

 2020

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
エ
ン
ブ
レ
ム
、
使
用
中
止
の

方
針
固
ま
る
。

7
月
17
日 

安
倍
首
相
が
国
立
競
技
場
計
画
の
白
紙
撤

回
を
表
明
。

7
月
5
日  

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産 

製
鉄
・
製

鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」
の
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
（
文
化
遺
産
）
一
覧
表
へ
の
記
載

が
決
定
。

3
月
14
日 

北
陸
新
幹
線
の
長
野
駅 - 

金
沢
駅
間
が
開

通
、
約
2
時
間
20
分
で
結
ば
れ
る
。

12
月
31
日 

男
性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「SM

AP

」
が

解
散
。

10
月
3
日 

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
大
隅
良
典

が
受
賞
。

5
月
27
日 

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
が
現
職
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
大
統
領
と
し
て
史
上
初
め
て
広
島
市
を

訪
問
。

4
月 

熊
本
県
で
直
下
型
地
震
が
立
て
続
け
に
発

生
し
、
最
大
震
度
7
を
観
測
（
平
成
28
年

熊
本
地
震
）。

3
月
26
日 

北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森
駅 - 

新
函
館
北

斗
駅
）
が
開
業
。
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

が
新
幹
線
で
結
ば
れ
る
。

1
月
1
日 

日
本
で
税
や
社
会
保
障
に
関
連
し
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
が
運
用
開
始
。

12
月
8
日
～ 

翌
年
に
か
け
て
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
4
社

に
よ
る
リ
ニ
ア
談
合
事
件
（
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
工
事
入
札
不
正
）。

12
月
5
日 

棋
士
の
羽
生
善
治
が
史
上
初
の
「
永
世
七

冠
」
を
達
成
。

10
月
22
日 

第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
自
民
党
が

圧
勝
。

6
月
26
日 

14
歳
棋
士
、
藤
井
聡
太
四
段
が
30
年
ぶ
り

に
歴
代
最
多
連
勝
記
録
。

1
月
25
日 
稀
勢
の
里
が
横
綱
に
昇
進
。

 
森
友
学
園
問
題
、
加
計
学
園
問
題
、
日
報

隠
蔽
問
題
な
ど
が
政
治
の
焦
点
に
。

10
月
1
日 

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
本
庶
佑
が

受
賞
。

9
月
16
日 

歌
手
の
安
室
奈
美
恵
が
芸
能
界
を
引
退

し
た
。

9
月
6
日 

北
海
道
胆
振
地
方
中
東
部
を
震
源
と
す
る

最
大
震
度
7
の
地
震
（
平
成
30
年
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
、M

6.7

）
が
発
生
。

6
月
18
日 

大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度6

弱
の
地
震
（
大
阪
府
北
部
地
震
、M

j 6.1

）

が
発
生
。

4
月
27
日 

レ
オ
パ
レ
ス
21
の
物
件
に
つ
い
て
界
壁
施

工
不
備
（
建
築
基
準
法
違
反
）
が
明
ら
か

と
な
る
。

10
月
13
日 

日
本
で
開
催
さ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ2019

で
日
本
代
表
が
1
次
リ
ー

グ
を
全
勝
し
、
初
と
な
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
（
ベ
ス
ト
8
）
へ
の
進
出
を
決
め
た
。

10
月
12
日 

 

令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
台
風
19
号
）。

10
月
9
日 

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
吉
野
彰
が
受
賞
。

10
月
1
日 

消
費
税
が
10
%
に
増
税
、
軽
減
税
率
も

導
入
。

7
月
18
日 

京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
放
火
殺
人
事
件
が

発
生
。

8
月
24
日 

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
の
連
続
在
職
日

数
が2012

年
か
ら
数
え
て2799

日
と

な
り
、
歴
代
最
長
に
な
る
。

7
月
22
日 

「
Go 

To 
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
開
始
。

6
月
6
日 

東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
に
新
た
に
虎
ノ
門

ヒ
ル
ズ
駅
が
開
業
。

3
月
24
日 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
流
行
に

伴
い
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
1
年
程
度
の
延
期
決
定
。

3
月
14
日 

高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
が
開
業
。

1
月
29
日 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
主
な
感
染
エ
リ

ア
中
国
・
武
漢
市
の
封
鎖
。

秋春 秋春 秋春 秋春 秋春 秋春 秋春 秋春 秋春

2009 年からは、従来の B5 版変形サイズから A4 版にと変更し、誌面内容の大幅な充実と
読み易い誌面を目指し、デザインやレイアウトに力を入れて制作してきました。
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「技術研修会・建築見学会・都市建築視察ツアー」 ・2011-2020

JAXA ロケット打上げ立会いと
屋久島縄文杉、建築見学の旅

パース・シドニー視察ツアードバイ ･ アブダビ都市建築ツアー「坂倉準三パリ展」参加と
コルビュジュ作品ほか

最新建築見学ツアー

函館・都市建築視察ツアー金沢最新建築視察ツアー台湾・近未来都市デザインと
食文化を訪ねて「被災地その後」の視察と手塚貴晴＋由比両氏設計

「南三陸あさひ幼稚園」落成記念見学会ツアー

20152014201320122011 2016 2020201920182017

TCU 学生 ･TAP 留学中の 2 大学を訪ねて
シドニーオペラハウスでミュージカル鑑賞

海と砂漠の近未来都市デザインと
ルーブル ･ アブダビ見学

函館の歴史的都市景観と文化財建造物
そして最新建築を訪ねて

金沢の最新建築と
古都の風情と食文化を訪ねて台湾校友会との交流・元 ･ 駐日大使との懇親会

四国研修旅行
日土小学校と直島・犬島・豊島を訪ねて

第1回 如学会技術見学会

2012.7.13[ 金 ]14:00 現地集合　　　　　　事業委員会

清水建設技術研究所･新本館+安全安震館
東京都江東区越中島 3-4-17　　TEL:03-3820-5504

●解説   高橋　  一青光 氏
（安全安震館設計）
（第一工房代表･　武蔵工大助教授）元

ほか技研
担当者・

本年度から「技術」、「工法」、「材料」、「性
能」などに焦点をあてた「技術見学会」
を開催します。
今回は、「免震」、「太陽発電」、「天然
ガス熱電供給 ( コジェネレーショ
ン )」、「ビオトープ」など、大震災以降の
様々な今日的テーマに以前から取り組ん
でいる研究所の見学です。
参加者名簿の事前提出の必要があります
ので、７月３日までに、下記まで
お申し込みください。
（申込みは「氏名」「卒年」「所属」を
お知らせください。
jogakkainews@yamaoka-architects.co.jp
090-3237-4723（山岡）

免震

まで

を

o.jppppp

第2回  如学会技術見学会
2013.6.28[ 金 ]14:30－16:30 　　　　事業委員会

竹中技術研究所
千葉県印西市大塚 1-5-1　　TEL: 0476-47-1700

竹中技術研究所は、自立型ゼロエネルギーの実
現を目指している。
太陽光発電パネルの設置、日射遮蔽用の横ルー
バーと一体化した太陽光発電パネル、日射遮蔽
と自然換気システムの導入、パッシブデザイン
による新しいワークスペースなどであるが、と
りわけ「Sumart Life Office」は、「人にやさしい
空間」「省エネルギー」「施設管理のクラウド化」
の 3点の効果を実証する場となっている。執務
者の生体リズムへの配慮と好みや状態に合わせ
たパーソナルな環境制御を両立した空調・照明
システムに加え、次世代人検知技術、省エネデ
マンド制御技術が導入しており、執務者の心理・
生理的な影響も省エネルギーだけでなく執務者
の健康や知的生産性に寄与する空間を創出する
ものとして実証を進めている。

千葉ニュータウン中央駅より徒歩 10 分

参加者名簿の事前提出の必要がありますので、
6月 14 日までに下記までお申込み下さい。
（申込みは「氏名」「卒年」「所属」をお知らせください。）
moaa@h9.dion.ne.jp
090-3680-2509（事業委員長  大藪元宏）

●集合時間：14:15（時間厳守）
●集合場所：最寄駅「千葉ニュータウン中央駅」改札（出口 1ヶ所のみ）

第 4 回 如学会技術見学会のご案内 

「建築用ガラスの製造工場見学会」 

—非公開のフロートガラス等の製造現場を見る— 

■日 時   ：2016 年 7 月 22 日［金］13：30~15：30 

■見学地  ：ＡＧＣ旭硝子 鹿島工場（茨城県神栖市東和田 25） 

■集合時間：13：00 

■集合場所：高速バス 鹿島セントラルホテル バス停 

※鹿島工場へは、鹿島セントラルホテルバス停より送迎車で工場に移動します。 

※鹿島セントラルホテルバス停へは、東京駅八重洲南口(１番)から高速バスが運行されていま

す。(日中 10 分間隔で発車・所要時間 90 分。集合時間到着には、11:20 東京発→12:50

鹿島セントラルホテル着便が最適です。) 

■主 催   ：東京都市大学建築学科同窓会・如学会（事業委員会） 

■募集参加者数：18 名 

■参加費  ：1,000 円 ※現地までの交通費及び見学会終了後の懇親会費（予定）は別途。 

※交通費参考：東京駅—鹿島セントラルホテル間の高速バス料金 大人片道 1,830 円 

■お問い合わせ先：090-8500-5916（露木携帯） 

 

【注意事項】： 

・製造現場の為、競合他社、同グループの方のご参加は、大変申し訳ありませんが、 

見合わせ願います。 

・工場内の見学コースは、空調されていません。また、長袖着用が規定となってい

ることをご了承ください。 

fi

  fi
fi
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fi
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fi

fi

fi

5）開催場所：東芝LED照明ラボラトリー「CO-LAB」fi

東京・虎ノ門 〒105-0001 

東京都港区虎ノ門 2丁目 10-1 

虎ノ門ツインビルディング（旧 新日鉱ビル） 1F 

TEL:03-3582-5782 FAX:03-3582-5780 

地下鉄 銀座線虎ノ門駅 3 番出口 徒歩 6 分 

地下鉄 銀座線・南北線 溜池山王駅 13 番出口 徒

歩 5 分 

地下鉄 日比谷線神谷町駅 4b 出口 徒歩 7 分 

ホテルオークラ本館隣り 

　　東京都市大学建築学科同窓会・如学会 2017 年度　技術見学会 

東芝 LED 照明ラボラトリーCO-LAB 

1. 勉強会主旨                                                 

 LED は流通当初、イニシャルコストが高額で、採用も遅れていました。少ない消費電力による低廉なランニ

ングコスト、長寿命による照明器具交換の低頻度化など、ランニング面でのメリットが着目され、演色性の

向上、低廉化が図られ受注が増加しました。今では LED は白熱灯、蛍光灯に代わり主流となる照明器具とし

て多くの方に認知されています。 その LED の性質、今までの器具と比較した時の長短などを再確認しまし

ょう。 

2. 開催概要                                                      

1) 日時：2017 年 6 月 22 日（木） 15 時集合  虎ノ門ツインビルディング1 階ロビー、17 時終了） 

2）申込方法：氏名、電話、Email、所属を明記してください。複数名希望の場合、各人の左記情

報（1通に 3名まで）、先着 20 名に達したところで締め切らせていただきます。 

3）メール申込先 studytour201706@jogakkai.jp 希望者が確定した時点で再度ご案内します。 

4) 注意点 ショールーム内での写真撮影は可能です。 

如学会主催 柏三水会後援軽井沢日帰りツアー

美術と文化講座 ［岡山理香・東京都市大学准教授］

開催日：2018年9月9日（日）
東京駅発

軽井沢駅着

軽井沢千住博美術館軽井沢駅前

ハルニレテラス

募集人数：１５名

Domaine de mikuni
（ドメィヌ・ドゥ・ミクニ）

または

(飯箸邸移築）

ルヴァﾝ美術館

岡山理香先生 講演

テーマ 「黒川紀章－その声に聴く美学と使命」

特別展 鑑賞

軽井沢駅発

東京駅着

解散

東京駅集合： ９時 八重洲中央北口新幹線改札口の外側

北陸新幹線「はくたか557号」

09：32

10：3４

北陸新幹線「はくたか570号」

18：06

19：12

貸切マイクロバス

11：00～12：00 昼食 12：00～13：00

14：00～16：00

16：00～17：00軽井沢駅前

14：00

ルヴァン美術館軽井沢千住博美術館 Domaine de mikuni

参加費用：28,000円

・新幹線 往復： 11,820円（指定席券+乗車券 )
・入館料 ： 2,000円（千住博美1,200円、ルヴァン美800円）

・マイクロバス： 6,300円（参加者12名を想定）
・昼食代 ： 6,500円（ランチメニュ+ 飲み物代）

【費用】

新幹線､昼食代等全て含みます。（最下段参照）

19：30

上小沢邸見学と広瀬鎌二先生を語る    　　　　　　　2011.04.23

技術見学会「清水建設技術研究所・新本館＋安全安震館」
 2012.07.13

技術見学会「竹中技術研究所」 2013.06.28

作品見学会「工学院大学 弓道場・ボクシング場」 
( 設計：福島加津也＋富永祥子建築設計事務所 )

2015.08.22

見学会「AGC 旭硝子：建築用ガラスの製造工場｣
 2016.07.22

技術見学会 ｢東芝 LED 照明ラボラトリー／ CO-LAB｣
2017.06.22

技術見学会「コクヨオフィス見学会＋ミニセミナー」    2018.10.03
技術見学会「コトブキシーディング」 2018.02.28

美術と文化講座 [ 岡山理香 ･ 東京都市大学准教授 ]  　2018.09.09

作品見学会「江の島 湘南港ヨットハウス」 
( 設計：西田勝彦 / ヘルム＋オンデザインパートナーズ ) 
 2014.05.10

技術見学会「大林組技術研究所」 2015.06.26

第 4 回技術見学会「大成建設技術センター」   2017.09.27

2012.10.20-21

2011.08.07-09

見学「直島・犬島・豊島」 

亀有香取神社　見学会のご案内

この度、浅井アーキテクツ で設計・監理を行わせていただいた亀有香取神社　社務所棟をご見学いただける機会を設けるこ
ととなりました。本計画は鎮座７４０周年を記念して境内全体の再構築、信仰の場と地域の憩いの場を両立させる、新しい
神社の在り方を考えるプロジェクトでした。皆さまにおかれましては大変ご多忙中とは存じますが、この機会にご高覧・ご
批評頂きたくご案内申し上げます。ラ・ローズ・ジャポネ棟は店舗営業中となっておりますので、建築見学という形はでき
ませんが、お店にご来店・カフェのご利用いただくことはもちろん可能です。
ご参加いただける方は事前にご連絡頂けると有難いです。

日時：2020 年 2 月 15 日 ( 土 ) 14:00 ～ 17:00　※１４時と１６時の２回、ツアー形式のご案内を行います。時間内は受付後、
自由見学となります。見学・撮影時はご参拝の方へご配慮をお願い致します。
場所：東京都葛飾区亀有 3-42-24    亀有香取神社境内 社務所棟 エントランス にお越し下さい。
担当連絡先：浅井アーキテクツ：浅井百合　03-5443-4797 ／ y@asai-architects.com    ( 当日連絡先　 080-3394-0097)

［　概要　］
社務所棟　ＲＣ造地上２階　延床 661㎡
ラ・ローズ・ジャポネ棟　Ｓ造地上２階　延床 246㎡

［ 設計・監理 ］　意　匠：浅井アーキテクツ
　　　　　　　 構　造：川村構造設計室
　　　　　　　 設　備：PAC
　　　　　　 　照　明：シリウスライティングオフィス

［　施 　工　 ］　株式会社三浦工務店

＜交通＞
JR 常磐線「亀有駅 」南口　徒歩３分　亀有駅南口より
出てマクドナルドを左折、しばらく歩くと環七沿いに
大きな鳥居が見えて参ります。
お車の方は隣接する「アリオ亀有」の駐車場かコイン
パーキングをご利用ください。

亀有駅

亀有香取神社

アリオ亀有

見学会「亀有香取神社」  
( 設計：浅井アーキテクツ ) 2020.02.15

見学会「三浦工務店本社」
( 設計：浅井アーキテクツ ) 2020.02.15

延期・日時未定2019.06.21 - 06.262018.10.18 - 10.222017.04.25 - 04.292016.03.26 - 03.282015.03.14 - 03.152014.09.13 - 09.16

第 15 回如学会作品見学会
「JA 東京むさし本店」( 設計： 丸目明寛 + 宇川雅之 / 

久米設計 )  2013.02.24

茅ヶ崎シオン ･ キリスト教会／
聖鳩幼稚園 見学会
( 設計：手塚貴晴 + 手塚由比 / 手塚建築研究所 )              

2013.04.13

日帰り研修　被災地復興支援「福島県いわき市
久之浜スタディツアー」 2014.08.08

技術見学会「新時代のガラスの可能性を
探るツアー」 2015.02.21

見学会「東京都市大学 新 6 号館」
堀場弘教授により設計説明 2018.07.21

設計　　　　   東急設計コンサルタント

設計監修 　　  シーラカンス K&H
　 　　　　　   堀場研究室

構造設計　　　佐藤淳構造設計事務所

照明デザイン　小林研究室

植栽設計　　　 GA ヤマザキ

見学会
11:00~　見学

講演
12:00~　堀場弘教授

             　佐藤淳さん

~13:00　小林研究室

7.22  SUN

The　New　Laboratory　Tour

Here!

Horiba Hiroshi

1960　東京都出身
1983　武蔵工業大学建築学科卒業
1986　東京大学大学院修士課程修了
　　　シーラカンスを共同で設立
1998　シーラカンスＫ＆Ｈに改組
現在　代表取締役／東京都市大学教授

Sato Jun

1970　愛知県出身
1993　東京大学工学部建築学科卒業
1995　東京大学大学院工学系研究科修士課程終了
1995-1999　木村俊彦構造設計事務所　
2000　佐藤淳構造設計事務所設立
2010　東京大学特任准教授
現在　佐藤淳構造設計事務所主宰／慶應義塾大学非常勤講師 Kobayashi Shigeo

1968　神戸出身
1991　東京工業大学工学部建築学科卒業
1993　東京工業大学大学院総合理工学研究科
 　　　社会開発工学専攻修士課程修了
1993　東京工業大学大学院総合理工学研究科　助手
2004-2005　ネヴァダ州立大学ラスベガス校客員研究員
現在　東京都市大学工学部建築学科　教授１

見学会「ウエハラコマチ」
( 設計：栗田祥弘建築都市研究所 ) 2018.09.29

〒 1 5 0 - 0 0 0 2

　

《ガラス技術見学会》
（写真右▶）

I) 第１回「新時代のガラスの可能性を探るツアー」
2014.10.04

II) 第 2 回「新時代のガラスの可能性を探るツアー」
 2015.10.11

II) 「丸の内・銀座　ガラス建築ツアー
 　　ーガラスの可能性を考えるー　
           　　　　東健男＋舟岡努講演会」

2015.02.21

内覧会「特別養護老人ホーム  花子」
( 設計：栗田祥弘建築都市研究所 ) 2019.03.21

技術見学会「アイリスオーヤマ 東京オフィス」
 2019.11.13

岡山理香准教授 ( 左 ) による講演

講演終了後、会場前にて集合写真（ル・ヴァン美術館）

見学会
「「ふじようちえん + 新ツリーハウス」

( 設計：手塚貴晴 + 手塚由比 / 手塚建築
研究所 )   2012.03.03 「小金井市民交流センター」

( 設計： 西田勝彦 / ヘルム・アクト環境計画設計共同体 )  
 2013.02.24

金沢海みらい図書館／堀場教授の設計説明
（設計：堀場弘 + 工藤和美 / シーラカンス K & H.）

鈴木大拙館（設計：谷口吉生 / 谷口建築設計研究所）

馮寄台・台湾駐日大使を囲んで

台中オペラハウスの工事現場見学　（設計：伊東豊雄）

見学「女島」 南三陸あさひ幼稚園／手塚教授の設計説明
( 設計：手塚貴晴 + 手塚由比 / 手塚建築研究所 ) 2012.10.20

見学会「わたらせ養護園増築棟」
（福祉型障害児入所施設）

( 設計：山岡嘉彌デザイン事務所 )
2013.06.29

気仙沼の鹿折唐桑駅付近まで津波で流されて
きた大型漁船。多くの建物を破壊しながら漂
着した。                                             2012.10.20-21

台中オペラハウスの工事現場見学　（設計：伊東豊雄）
伊東事務所・藤江航氏の案内

コロナ禍で種子島、屋久島
へのツアーが不可となり、
今年度は中止となりました。
コロナ禍が終息の暁には
再度企画する予定です。

エディスコーワン大学・正面入口

オペラハウス・ポートサイドで夕食

ミセス・マッコーリーズ・ポイントマードック大学・庭園

ブージュ ･ アル ･ アラブを背景に集合写真

ルーブル ･ アブダビ ( 設計：ジャン・ヌーベル）

シェイク・ザイード・グランド・モスクブージュ ･ ハリファ

フィルハーモニー・ド・パリ（内観）( 設計：ジャン・ヌーベル）

サヴォア邸（設計：ル・コルビュジェ）

ルイ・ヴィトン財団美術館（設計：フランク・ゲーリー）

箱館奉行所（設計：文化財保存計画協会）

旅人の聖堂（設計：香山壽夫建築研究所）
中  止

延期・日時未定

勝山館跡ガイダンス施設
（設計：矢野和之／文化財保存計画協会＋広瀬研究室）

●「技術研修会」は、建設各社の技術
研究所、メーカーの製造工場、ショー
ルーム、新しい時代を反映したニュー
オフィスなどを見学、技術研修をしま
した。

●「建築見学会」は、如学会員による
設計作品を、設計者本人による案内、
解説を原則としています。

●「都市建築視察ツアー」は、その期
の話題性のあるテーマをもとに、日頃
多忙な如学会員が参加可能な週末、休
日を含む３泊５日の海外ツアー及び国
内ツアーを企画実行しています。
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プロコード・コンサルティング

松成 和夫 （S50 卒）
『東京都市大学建築学科と

　　　　日本の建築界の歴史』

August    4   Tuesday

1 時限
09:45 - 11:15

日建設計

羽鳥 達也 （H08 卒）
『組織設計事務所での設計活動』

2 時限
11:30 - 13:00

大成建設

鈴木 裕美 （S56 卒）
『構造設計の仕事とは』

3 時限
14:00 - 15:30

三越建装部

輿水 洋一 （S47 卒）
『インテリアの世界』

August    5   Wednesday

1 時限
09:45 - 11:15

すわ製作所

眞田 大輔 （H11 卒）
『住宅設計の魅力』

2 時限
11:30 - 13:00

荒川区営繕課

宇野 允 （H14 卒）
『行政側の都市計画』

3 時限
14:00 - 15:30

鹿島建設

土橋 稔美 （S59 卒）
『建築技術の最前線』

August    6   Thursday

1 時限
09:45 - 11:15

大成建設

近藤 正子 （S51 卒）
『医療福祉の現在』

2 時限
11:30 - 13:00

Ｓアーバンプランニング

齋藤 博 （S44 卒）
『領域を超えて ( 戦略 ･ コンセプト考 )』

3 時限
14:00 - 15:30

M.A.D

基 真由美 （H12 卒）
『私の設計手法』

August    7   Friday

1 時限
09:45 - 11:15

岩﨑建築研究室

小塩 明子 （H11 卒）
『マッキントッシュスクールと学校建築』

2 時限
11:30 - 13:00

森ビル

新井 章邦 （S63 卒）
『未来の都市像を描く』

3 時限
14:00 - 15:30

合同会社
冨川浩史建築設計事務所

冨川 浩史 （H11 卒）
『建築家のつくるインテリア』

August    8   Saturday

1 時限
09:45 - 11:15

エネクスレイン

小室 大輔 （H03 卒）
『ドイツの最新建築と建築環境デザイン』

2 時限
11:30 - 13:00

宗像和則建築設計事務所

宗像 和則 （S54 卒）
『地方でのまちづくり』

3 時限
14:00 - 15:30

《　第 5 回　》

プロコード・コンサルティング

松成 和夫 （S50 卒）
『武蔵工業大学建築学科と

　　　　日本の建築界の歴史』

August    5   Tuesday

1 時限

トシ ･ ヤマサキまちづくり総合研究所

山崎 敏 （S47 卒）
『高齢者福祉施設の現在』

2 時限

日本設計

讃井 章 （H08 卒）
『公共建築をデザイン』

3 時限

atelier calm

高橋 由美子 （H02 卒）
『物を活かして見せる為の内装計画』

August    6   Wednesday

2 時限

長谷川大輔構造計画

長谷川 大輔 （H09 卒）
『構造設計の多様性』

3 時限

デザインサークル

丹羽 譲治 （S48 卒）
『建築のまわりで』

4 時限

竹中工務店

千原 健太郎 （S48 卒）
『海外での建築活動』

August    7   Thursday

1 時限

リーテック

高橋 宏 （H07 卒）
『建築設計から不動産開発へ』

2 時限

旭硝子

舟岡 努 （S52 卒）
『ファサードエンジニアリングの

現在と未来』

3 時限

西山建築デザイン事務所

西山 広朗 （H07 卒）
『日本とフランスの経験の中で』

August    8   Friday

1 時限

日刊建設工業新聞

山口 裕照 （H10 卒）
『ジャーナリズムから見た建築』

2 時限

デザインショップアーキテクツ

二村 陽子 （H06 卒）
『集合住宅を手がける魅力』

3 時限

《　第 4 回　》

元・佐藤工業

宮本 誠記 （S38 卒）
『建築施工のおもしろさ』

4 時限

日建設計

丹羽 勝巳 （学外 ･ 神戸大学）
『設備計画の最前線』

4 時限

桑原茂建築設計事務所

桑原 茂 （H06 卒）
『私の設計手法』

4 時限

三上建築事務所

益子 一彦 （S58 卒）
『「図書館と公共建築」

　　　　－私の建築履歴－』

July    28   Saturday

1 時限

《　第 3 回　》

アイベック・ビジネス教育研究所

関根 健夫 （S54 卒）
『建築の実務とコミュニケーション能力』

July    29   Sunday

1 時限

竹中工務店

瀬戸 完一 （S46 卒）
『プロジェクト開発』

2 時限

Studio AtoZ

坂口 裕康 （S45 卒）
『建築写真と現場』

3 時限

㈶日本住宅・木材技術センター

米澤 昭 （S54 卒）
『プロダクトから建築まで』

July    30   Monday

1 時限

メドックス

野口 哲英 （S40 卒）
『医療 介護 福祉の建築から経営まで』

2 時限

遠藤建築研究所

遠藤 克彦 （H04 卒）
『建築との関わり方』

3 時限

歴史環境計画研究所

秋山 邦雄 （S42 卒）
『文化遺産保存の今日的意義』

July    31   Tuesday

1 時限

織本構造設計

中澤 昭伸 （S48 卒）
『免震・制震構造のすすめ』

2 時限

カシワギ・スイ・アソシエイツ

柏木 穂波 （H02 卒）
『私の設計手法』

3 時限

八光建設

宗像 剛 （S56 卒）
『地方での建築活動』

4 時限

大成建設

徳野 博子 （H09 卒）
『インテリアデザインの世界』

August    1   Wednesday

1 時限

鹿島建設

伊藤 邦雄 （S50 卒）
『施工技術の最前線』

2 時限

ＮＴＴファシリティーズ

野村 春紀 （S48 卒）
『高信頼技術とＰＭ・ＣＭ』

3 時限

竹中工務店

片桐 岳 （S57 卒）
『ＣＧを用いたプレゼンテーション術』

4 時限

《　第 2 回　》

武蔵工業大学教授

岩﨑 堅一 （S37 卒）
『基調講演』

July    31   Monday

1 時限

元・梓設計

阿部 寧 （S38 卒）
『建築の生涯』

2 時限

アトリエＣＯＳＭＯＳ

白鳥 健二 （S41 卒）
『空間の旅』

3 時限

東急設計コンサルタント

中間 荘介 （S40 卒）
『建築だけではなく環境を造ろう』

August    1   Tuesday

1 時限

大成建設

古厩 孝 （S46 卒）
『施工技術の最前線』

2 時限

写真家

日暮 雄一 （H05 卒）
『ヴァナキュラーアーキテクチャーの魅力』

3 時限

東急電鉄

西澤 信二 （S59 卒）
『プロジェクト研究（セルリアンタワー）』

4 時限

山下設計

早野 祐次郎 （S55 卒）
『建築構造における最新の耐震技術』

August    2   Wednesday

1 時限

竹中工務店

片桐 岳 （S57 卒）
『ＣＧを用いたプレゼンテーション技術』

2 時限

森ビル

弓削 昌義 （S57 卒）
『プロジェクト研究 ｢ヒルズ｣ 建築』

3 時限

Sola・associates

川村 和広 （S62 卒）
『照明デザインから空間へ』

4 時限

新菱冷熱工業

谷津 和久 （S53 卒）
『設備設計からとらえた空間』

August    3   Thursday

1 時限

伊藤朱子アトリエ

伊藤 朱子 （H06 卒）
『設計活動と私』

2 時限

インテグレーティッド
デザインアソシエイツ

矢田 康順 （S52 卒）
『コンペの面白さ、むずかしさ』

3 時限

三菱地所設計

山極 裕史 （S59 卒）
『丸の内再構築と事例』

4 時限

こつか・でざいん工房

小塚 和夫 （S45 卒）
『インテリアデザインから

　　　ヒューマンテリアデザイン』

August    4   Friday

1 時限

《　第 1 回　》

プロコード コンサルティング

松成 和夫 （S50 卒）
『建築学科と如学会の歴史、

　　　　　蔵田周忠先生の足跡』

August    1   Monday

1 時限

2 時限

元・東京都

杉山 裕 （S37 卒）
『公共建築と行政の役割』

3 時限

三菱地所設計

新居 仁 （S48 卒）
『プロジェクト研究「博覧会建築」』

4 時限

日本設計

倉斗 道夫 （S42 卒）
『意匠設計の豊かさ』

August    2   Tuesday

1 時限

竹中工務店

小辻 武 （S43 卒）
『プロジェクト研究「温浴建築」』

2 時限

山岡嘉彌デザイン事務所

山岡 嘉彌 （S46 卒）
『プロジェクト研究「集合住宅」』

3 時限

元・住友不動産

中村 陽一 （S38 卒）
『設計と施工の連携』

August    3  Wednesday

1 時限

元・住友商事

廣田 滋 （S37 卒）
『大規模プロジェクトにおける

　　　　　　ディベロッパーの役割』

2 時限

住友不動産

小川 邦彦 （S59 卒）
『プロジェクト研究「超高層ビル :

　　六本木・泉ガーデンビル」』

3 時限

元・新菱冷熱

浜田 展州 （S39 卒）
『設備設計から空間を考える』

August    4   Thursday

1 時限

元・日鐵カーテンウォール

木幡 裕充 （S32 卒）
『私の昔ばなし』

2 時限

プランテックコンサルティング

森永 一郎 （S61 卒）
『プロジェクト研究 ｢商業施設｣』

3 時限

セキスイハウス

吉田 　正 （S59 卒）

藤田 弘樹 （S61 卒）

『住宅メーカーと住宅生産の実際』

August    5   Friday

1 時限

花輪建築構造設計事務所

花輪 紀昭 （S44 卒）
『構造設計の可能性』

2 時限

ヘルム建築都市コンサルタント

西田 勝彦 （S43 卒）
『プロジェクト研究 ｢福祉施設｣』

3 時限

物故

「特別講義」 ・2005-2020　— その１ 延 222 人の特別講師と講義テーマ 

物故

●  ﹁特別講義」は、本学建築学科卒業生の OB･OG による
如学会主催による、夏休み中に開催する５日間集中の
寄付講座です。社会で活躍している如学会員が後輩の
在校生のために、大学の教科では得られない建築界の
実社会の仕事を具体的に講義をするものです。

《　第 10 回　》

一級建築士事務所 すずき

鈴木 宏亮 （H14 卒）
『アトリエ事務所で建築に携わること』

August    1   Saturday

1 時限
09:30 - 11:00

Arup 東京事務所

奥村 祐介 （H19 卒）
『建築とエンジニアリング』

2 時限
11:15 - 12:45

安井建築設計事務所

村松 弘治 （S57 卒）
『クライアントが求める BIM』

August    3   Monday

1 時限
13:00 - 14:10

新居千秋都市建築設計

新居 未陸 （H12 卒）
『mash up』

2 時限
14:20 - 15:30

大林組

五十嵐 恵理子 （H04 卒）
『大林組の BIM の取組み』

3 時限
15:40 - 16:50

討論会
『デジタルテクノロジーと建築』

司会   桑原 茂 （H06 卒）

4 時限
16:50 - 17:30

東急ホームズ

伊瀬知 侑子 （H17 卒）
『住宅設計の魅力』

August    4   Tuesday

1 時限
09:30 - 11:00

2 時限
11:15 - 12:45

日建設計

田辺 裕美 （H17 卒）
『まちに学校を作る』

3 時限
13:45 - 15:15

AGC 硝子建材

島田 大 （H03 卒）

旭硝子

大島 直文 （H07 卒）

『日本の建設業界における
　　ガラスメーカーの役割について』

イトーキ

松島 咲季子 （H21 卒）
『ワクワクする学びの場をつくる

　　　～楽しく働くための秘訣～』

August    5   Wednesday

1 時限
09:30 - 11:00

久米設計

豊永 正登 （S55 卒）
『総合組織設計事務所』

2 時限
11:15 - 12:45

丹青社

中島 実 （S57 卒）
丹青社

高田 和重 （H04 卒）

『博物館をつくること』

3 時限
13:45 - 15:15

リアルゲイト

岩本 裕 （H08 卒）
『建築プロデュースという仕事について』

4 時限
15:30 - 17:00

森ビル

吉松 晃士 （S55 卒）
『東京を世界一の都市に､､

建築と変わりゆく不動産業界』

August    6   Thursday

1 時限
09:30 - 11:00

佐藤エネルギーリサーチ

小田桐 直子 （H08 卒）
『環境コンサルティングの仕事』

2 時限
11:15 - 12:45

イリア

北嶋 亮介 （H22 卒）
『社会に出るということ』

3 時限
13:45 - 15:15

大成建設

鈴木 裕美 （S56 卒）
『最近の耐震 ･ 免震改修いろいろ』

4 時限
15:30 - 17:00

《　第 9 回　》

栗田祥弘建築都市研究所

栗田 祥弘 （H10 卒）

July    6   Saturday

3 時限
13:45 - 15:15

M.A.D

基 真由美 （H12 卒）

『まちづくりワークショップ』

4 時限
15:30 - 17:00

アーキヴィジョン広谷スタジオ

石田 有作 （H04 卒）
『建築を通して考えていること』

July    13   Saturday

3 時限
13:45 - 15:15

utac 建築設計事務所

杉本 拓海 （H11 卒）
『世界の広がりについて』

4 時限
15:30 - 17:00

大成建設

輿石 秀人 （H04 卒）
『超高層建築デザインと設計実務

　　　　　（代ゼミタワーにおいて）』

July    27   Saturday

3 時限
13:45 - 15:15

三菱地所設計

古田島 雄太 （S58 卒）
『ＤＨＣ [ 地域冷暖房 ] とは』

4 時限
15:30 - 17:00

ダイヤ高齢社会研究財団

澤岡 詩野 （H10 卒）
『超高齢社会に求められる

プロフェッショナルとしての建築家』

August    7   Wednesday

1 時限
09:30 - 11:00

2 時限
11:15 - 12:45

桑原茂建築設計事務所

桑原 茂 （H06 卒）
『大学を卒業してから、やってきたこと』

3 時限
13:45 - 15:15

鈴木工務店

鈴木 亨 （S46 卒）
『工務店のオヤジを、誤解していませんか』

台東区役所

伴 宣久 （S56 卒）
『台東区のまちづくり

- 行政における建築技術者の役割 -』

August    8   Thursday

1 時限
09:30 - 11:00

みっつデザイン研究所

廣谷 純子 （H07 卒）
『建築という仕事を通じて

　　持続可能な社会をつくる』

2 時限
11:15 - 12:45

ピーエスグループ

高成田 恵介 （H13 卒）
『室内気候空間が

　　　建築デザインを変える？』

3 時限
13:45 - 15:15

大成建設

杉山 雄亮 （H17 卒）
『ゼネコン設計部の仕事』

August    9   Friday

1 時限
09:30 - 11:00

清水建設

清水 康次郎 （S63 卒）
『建築現場　施工の楽しさについて』

2 時限
11:15 - 12:45

西崎組

西崎 博史 （S47 卒）
『設計と施工をつなぐ

技術開発の視点について』

3 時限
13:45 - 15:15

S.D.G

相原 俊弘 （S40 卒）
『建築構造の空間と技術』

4 時限
15:30 - 17:00

《　第 8 回　》

Land Architects

高橋 修一 （H20 卒）
『海外と computational design』

August    9   Thursday

1 時限
09:30 - 11:00

竹中工務店

千原 健太郎 （S48 卒）
『海外における建築活動』

2 時限
11:15 - 12:45

太陽工業

西 寿隆 （H13 卒）
『とあるテント屋さんのはなし』

3 時限
13:45 - 15:15

ディー・サイン

山地 聡 （H15 卒）
『人をつないで空間を提供する』

4 時限
15:30 - 17:00

August    8   Wednesday

1 時限
09:30 - 11:00

神奈川建築士会

花方 威之 （S40 卒）
『建築士と法律（公務員の仕事）』

2 時限
11:15 - 12:45

竹中工務店

岩崎 匠 （H12 卒）
『設計施工における設計』

3 時限
13:45 - 15:15

ＳＤＧ

高橋 祐三 （H20 卒）

ＳＤＧ

ド ･ グエン ･ トアン （H20 卒）
『構造デザインの展開』

大光電機

山田 圭太郎 （H15 卒）
『光 → 仕事 ← LED』

August    7   Tuesday

1 時限
09:30 - 11:00

2 時限
11:15 - 12:45

竹中工務店

柳澤 昌俊 （S45 卒）
『公務員とは何か？』

3 時限
13:45 - 15:15

日本設計

東 正典 （H01 卒）
『自分にとって建築とはなにか』

August    6   Monday

旭硝子

舟岡 努 （S52 卒）
『ガラスによるファサードの変遷と

　　　　　　　　エンジニアリング』

1 時限
09:30 - 11:00

2 時限
11:15 - 12:45

オフィス露木

露木 博視 （S55 卒）
『建築との関わり方』

3 時限
13:45 - 15:15

竹中工務店

片桐 岳 （S57 卒）
『Media  n Architecture』

August    3   Friday

東急不動産 SC マネジメント

大久保 次朗 （H05 卒）
『商業施設開発の事例

　　　（東急プラザ表参道原宿）』

1 時限
09:30 - 11:00

2 時限
11:15 - 12:45

東急電鉄

西澤 信二 （S59 卒）
『「渋谷ヒカリエ」

　　次の渋谷が動きだす 2012 年』

3 時限
13:45 - 15:15

Sola associates

川村 和広 （S62 卒）
『ライティング・デザイン』

《　第 7 回　》

August    3   Wednesday

プロコード・コンサルティング

松成 和夫 （S50 卒）
『東京都市大学建築学科と

　　　　日本の建築界の歴史』

1 時限
09:30 - 11:00

2 時限
11:15 - 12:45

竹中工務店設計部

堀内 通成 （S49 卒）
『竹中工務店設計部につとめて』

3 時限
13:45 - 15:15

日本画家

奥村 俊道 （H03 卒）
『日本画と日本建築』

4 時限
15:30 - 17:00

ＩＯＮ

池田 勝彦 （S59 卒）

ＩＯＮ

井出 勤 （S59 卒）
『住宅設計は生活のデザイン』

乃村工藝設計

向 隆宏 （S60 卒）
『「場」の持つ力』

August    4   Thursday

1 時限
09:30 - 11:00

2 時限
11:15 - 12:45

職業能力開発総合大学校東京校

吉田 競人 （S54 卒）
『構造デザインの可能性』

3 時限
13:45 - 15:15

野生司環境設計

伊東 俊之 （S56 卒）
『建築設計の楽しさ』

日本設計

佐藤 真紀 （H11 卒）
『「思い」と「実現」の距離』

4 時限
15:30 - 17:00

August    5   Friday

写真家

日暮 雄一 （H05 卒）
『ヴァナキュラー建築の魅力と

出会って』

1 時限
09:30 - 11:00

2 時限
13:45 - 15:15

宮本忠長建築設計事務所

久米 勇一 （S60 卒）
『アトリエ事務所での活動 @ 長野』

3 時限
13:45 - 15:15

ＳＤＧ

高橋 祐三 （H20 卒）

ＳＤＧ

ド ･ グエン・トアン （H20 卒）
『構造デザインの展開』

小林 一行 （H18 卒）
『アフリカでつくる』

August    6   Saturday

1 時限
09:30 - 11:00

2 時限
11:15 - 12:45

VTC コンサルティング

笹 雄一郎 （S59 卒）
『建築から小さな外交の実現へ』

3 時限
13:45 - 15:15

西松建設

戸田 順也 （S57 卒）
『最新オフィスビルの施工現場』

東海大学客員教授

安原 喜秀 （S40 卒）
『拠り所を問う』

4 時限
15:30 - 17:00

《　第 6 回　》

メタノミー

嶋根 泉 （S58 卒）
『海外留学の意義』

August    3   Tuesday

1 時限
09:30 - 11:00

エス・バイ・エル

小森 亮子 （S54 卒）
『住宅産業の現在』

2 時限
11:15 - 12:45

隈研吾建築都市設計事務所

栗田 祥弘 （H10 卒）
『アトリエ事務所の役割』

3 時限
13:45 - 15:15

日本工学院八王子専門学校

廣瀬 幸男 （S50 卒）
『建築を教えるよろこび』

4 時限
15:30 - 17:00

August    4   Wednesday

日本設計

小泉 治 （H01 卒）
『学ぶ空間づくりについて

  　　　～小学校から大学まで』

1 時限
09:30 - 11:00

2 時限
11:15 - 12:45

多摩 NPO センター

橋本 正晴 （S40 卒）
『コニュニティーで今

何が起こっているか』

3 時限
13:45 - 15:15

清水建設

田中 稔 （S57 卒）
『建築施工の管理と基本的技術』

August    5   Thursday

プロコード・コンサルティング

松成 和夫 （S50 卒）
『東京都市大学建築学科と

日本の建築界の歴史』

1 時限
09:30 - 11:00

2 時限
11:15 - 12:45

三菱地所設計

藤井 研一 （S57 卒）
『組織設計事務所におけるコスト管理』

3 時限
13:45 - 15:15

AGC テクノロジーソリューションズ

佐藤 健一 （S59 卒）
『設備技術者の役割』

August    6   Friday

ＳＤＧ

相原 俊弘 （S40 卒）
『世界の構造家と私の構造計画』

1 時限
09:30 - 11:00

2 時限
11:15 - 12:45

井上尚夫総合計画事務所

井上 富美子 （S48 卒）
『私の住宅設計手法』

3 時限
13:45 - 15:15

造研設計

三好 敏晴 （H10 卒）
『構造設計の楽しさ』

August    7   Saturday

アーキヴィジョン

本多 豊 （S57 卒）
『建築設計の楽しさ』

1 時限
09:30 - 11:00

2 時限
11:15 - 12:45

科学技術振興機構

斎藤 公彦 （S44 卒）
『多様性のある建築出身者』

3 時限
13:45 - 15:15

TOTO 出版

廣田 美紀 （H18 卒）
『建築メディアについて』

● やがて、正規のカリキュラムとして「選択科目」で「２
単位取得」が可能となり、現在に至っています。2021
年度からは「必修科目」で「１単位取得」となる予定です。

● 特別講師をお引き受けして下さった同窓生の皆さんは、
多忙な仕事の傍ら、パワーポイント資料を作成され、後
輩である在校生のために、ボランティアで、充実した講
義を実施してくれており、その内容は、卒業生にも大変
に有意義なレクチャーとして、OB･OG にも公開し、広
く聴講を可能にしております。

（p.20 につづく）

●  第１回は、主に新入生のために、建築界の幅広い世界を
伝えるものでした。その後、ある程度の専門教育を受け
てからの３年生を対象としたプログラムとなりました。
更にその後、２年生の夏季休暇前に専門分野の研究室の
配属希望申請をし、休暇明けに研究室の配属が決まるこ
とから、３年生の夏では遅すぎる、とのことから、２年
生の夏に講義を受けるのが相応しい、とのことで、その
後、この方針で定着してきました。

● 是非、今後とも特別講師をおつとめいただく諸先輩方の
自薦・他薦によるご参加と、聴講のご出席もお願いいた
します。
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ＳＯＧＯ建築設計

十河 彰 ･ 麻美 （H16 卒）
『建築からの学び』

August    5   Monday

1 時限
13:00 - 14:20

安井建築設計事務所

浪川 稜馬 （H27 卒）
『デジタルツールとの付き合い方』

2 時限
14:30 - 15:50

ログログ

中村 泰貴 （H15 卒）
『建築 / 建設 × ICT の実例と可能性』

3 時限
16:00 - 17:20

BIM の日    討論会
『建築の付加価値をつくる』

司会   濱田 祐也 （H18 卒）

4 時限
17:30 - 18:10

石村大輔 + 根市拓

根市 拓 （H26 卒）
『スイスでの経験から』

August    6   Tuesday

1 時限
13:00 - 14:20

ホソヤ ･ シェーファー ･ アーキテクツ
建築都市設計

清水 亨 （H17 卒）
『きっかけをつくる』

2 時限
14:30 - 15:50

合同会社 矩

加藤 比呂史 （H16 卒）
『地球に住むような感じで』

3 時限
16:00 - 17:20

国際の日    討論会
『世界を意識した時』

司会   栗田 祥弘 氏（H10 卒）

4 時限
17:30 - 18:10

エネクスレイン

小室 大輔 （H03 卒）
『資源と環流 - 保存と流れの視点

から見えること』

August    7   Wednesday

1 時限
13:00 - 14:20

中田製作所

中田 理恵 （H18 卒）

2 時限
14:30 - 15:50

エコハウスワークショップ
『エコハウス DIY 温熱環境きほんのき』

3 時限
16:00 - 17:20

環境＋ WS の日    討論会
『建築現場の過去・現在・未来』

司会   小笠原 岳 （H11 卒）

4 時限
17:30 - 18:10

東京都市大学

藤井 研一 （S57 卒）
『キャリアデザイン－これからを考える－』

August    8   Thursday

1 時限
13:00 - 14:20

大成ユーレック

竹下 加奈子 （H17 卒）
『縁がつなぐものづくり』

2 時限
14:30 - 15:50

浅井アーキテクツ

浅井 百合 （H19 卒）
『むずかしそうなことほど面白い』

3 時限
16:00 - 17:20

建築キャリアデザインの日    討論会
『キャリアデザインの多様性』

司会   中田 理恵 （H18 卒）

4 時限
17:30 - 18:10

元・清水建設

徳田 浩 （S52 卒）
『建築生産計画の現状と課題』

August    9   Friday

1 時限
13:00 - 14:20

造研設計

曽根 卓也 （H26 卒）
『構造設計の仕事について』

2 時限
14:30 - 15:50

大成建設

杉山 雄亮 （H21 卒）
『ゼネコン設計部の仕事
（構造設計こんなことをしています）』

3 時限
16:00 - 17:20

エンジニアリングの日    討論会
『建築技術と構造の意義と展望』

司会   相原 俊弘 （S40 卒）

4 時限
17:30 - 18:10

《　第 14 回　》

日建設計

濱田 祐也 （H18 卒）
『デジタルから建築をつくる』

August    5   Sunday

1 時限
13:00 - 14:20

相模女子大学

桑原 茂 （H06 卒）
『BIM 社会におけるデジタルデザイン』

2 時限
14:30 - 15:50

安井建築設計事務所

浪川 稜馬 （H27 卒）
『デジタルツールとの付き合い方』

3 時限
16:00 - 17:20

BIM の日    討論会
『BIM（モデル）の多元的活用』

司会   露木 博視 （S55 卒）

4 時限
17:30 - 18:10

ホソヤ ･ シェーファー ･ アーキテクツ
建築都市設計

清水 亨 （H17 卒）
『趣味 × 建築』

August    6   Monday

1 時限
13:00 - 14:20

エネクスレイン

小室 大輔 （H03 卒）
『君たちの可能性を世界とつなげよう！』

2 時限
14:30 - 15:50

TERRAIN architects

小林 一行 （H18 卒）
『アフリカでつくる』

3 時限
16:00 - 17:20

国際の日    討論会
『世界と自分』

司会   栗田 祥弘 氏（H10 卒）

4 時限
17:30 - 18:10

東日本旅客鉄道

関 友亮 （H12 卒）
『東日本旅客鉄道 (JR) における

  　　　　　　　　　　建築の仕事』

August    7   Tuesday

1 時限
13:00 - 14:20

みっつデザイン研究所

廣谷 純子 （H07 卒）

2 時限
14:30 - 15:50

ワークショップ
『 箱 型 模 型 を 用 い た モ デ ル 実 験 か ら

建物の外皮と熱のふるまいを学ぶ』

3 時限
16:00 - 17:20

環境 の日    討論会
『建築現場の過去・現在・未来』

司会   小笠原 岳 （H11 卒）

4 時限
17:30 - 18:10

Handi House project

加藤 渓一 （H18 卒）
『手作りで街や建築を作ること』

August    8   Wednesday

1 時限
13:00 - 14:20

横浜市役所

羽生 晃子 （H19 卒）
『地方公務員とまちづくりの仕事』

2 時限
14:30 - 15:50

中田製作所

中田 理恵 （H18 卒）
ワークショップ

『エコタウン事例について』

3 時限
16:00 - 17:20

まちづくりの日    討論会
『これからのまちづくり』

司会   川上 竜 （H25 卒）

4 時限
17:30 - 18:10

ピーエス三菱

今村 雅泰 （H11 卒）
『PC・PCa・PCaPC』

August    9   Thursday

1 時限
13:00 - 14:20

レトロフィットジャパン協会

崔 井圭 （H06 卒）
『建築物の健康診断』

2 時限
14:30 - 15:50

愛知工業大学

鈴木 敏志 （H21 卒）
『研究職という仕事』

3 時限
16:00 - 17:20

エンジニアリングの日    討論会
『エンジニアリングの今後の展望』

司会   相原 俊弘 （S40 卒）

4 時限
17:30 - 18:10

《　第 13 回　》

浅井アーキテクツ

浅井 百合 （H19 卒）
『マルチプレイヤーになろう』

August    1   Tuesday

1 時限
13:00 - 14:10

久米設計

平田 駿 （H20 卒）
『昨今における建築設計を考える』

2 時限
14:20 - 15:30

三上建築事務所

田中 祐太 （H21 卒）
『地方組織設計事務所での仕事』

3 時限
15:40 - 16:50

設計の日    討論会
『学生と社会人の違い』

司会   栗田 祥弘 （H10 卒）

4 時限
16:50 - 17:30

オフィス露木

露木 博視 （S55 卒）
『FM と BIM』

August    2   Wednesday

1 時限
13:00 - 14:10

建築構造研究所

高橋 修一 （H20 卒）
『デジタルツールを使ってみよう』

2 時限
14:20 - 15:30

SOGO 建築設計

十河 彰 （H16 卒）
『建築からの学び』

3 時限
15:40 - 16:50

BIM の日    討論会
『ツール：使う側、使われる側の分岐点』

司会   桑原 茂 （H06 卒）

4 時限
16:50 - 17:30

近畿大学 准教授

長澤 康弘 （H08 卒）
『大学教員の仕事』

August    7   Monday

1 時限
13:00 - 14:10

2 時限
14:20 - 15:30

3 時限
15:40 - 16:50

環境 の日    討論会
『20 年後の環境・設備』

司会   小笠原 岳 （H11 卒）

4 時限
16:50 - 17:30

森ビル

新井 章邦 （S63 卒）
『森ビルの都市づくり』

August   8   Tuesday

1 時限
13:00 - 14:10

東急電鉄

打矢 潤市 （H12 卒）
『東急電鉄のまちづくり』

2 時限
14:20 - 15:30

横浜市

馬立 歳久 （H04 卒）
『横浜の郊外住宅地、住民 ･ 企業 ･

大学 ･ 行政の協働によるまちづくり』

3 時限
15:40 - 16:50

まちづくりの日    討論会
『都市・まちづくり」のプロデュース

に求められる ” 領域を超えた職能 ”
について』
司会   斉藤 博 （S44 卒）

4 時限
16:50 - 17:30

清水建設

清水 毅 （S62 卒）
『建築施工を通じて伝えたいこと』

August    9   Wednesday

1 時限
13:00 - 14:10

東急建設

田村 健二 （S57 卒）
『渋谷が変わる！渋谷を変える！

― 施工の魅力と醍醐味 ―』

2 時限
14:20 - 15:30

日建設計

村上 博昭 （H08 卒）
『インテグレーション』

3 時限
15:40 - 16:50

施工・構造の日    討論会
『建築における積分と微分

　　　　　（統合と分化）のチカラ』

司会   山岡 嘉彌 （S46 卒）

4 時限
16:50 - 17:30

《　第 12 回　》

新菱冷熱工業

大槻 健吾 （H08 卒）
『建築設備に携わり 20 年』

日建設計

川口 佳子 （H18 卒）
『母親目線の建築環境設備』

日建設計

濱田 祐也 （H18 卒）
『BIM による建築業界の変化と

　　　　　　　　学生に求める力』

August    1   Monday

1 時限
13:00 - 14:10

安井建築設計事務所

村松 弘治 （S57 卒）
『学生のためのＢＩＭ』

2 時限
14:20 - 15:30

オフィス露木

露木 博視 （H55 卒）
『ＦＭとＢＩＭ』

3 時限
15:40 - 16:50

BIM の日    討論会
『10 年後の BIM を考える』

司会   桑原 茂 （H06 卒）

4 時限
16:50 - 17:30

マントルデザイン

久保 隆文 （H11 卒）
『建築と○○と照明について』

August    2   Tuesday

1 時限
09:30 - 11:00

明星大学

小笠原 岳 （H11 卒）
『建築を「伝える」仕事』

2 時限
11:15 - 12:45

大気社

飯川 公貴 （S60 卒）
『YOU は何しにサブコンへ』

3 時限
13:45 - 15:15

東京電力

佐野 仁美 （H06 卒）
『建築とエネルギー事業』

4 時限
15:30 - 17:00

鉄建建設

北野 一彦 （S54 卒）
『施工会社における生産計画の役割』

August    3   Wednesday

1 時限
09:30 - 11:00

2 時限
11:15 - 12:45

3 時限
13:45 - 15:15

八王子市役所

橋本 英章 （H04 卒）
『建築としごと』

4 時限
15:30 - 17:00

鹿島建設

岩崎 安孝 （S63 卒）
『ゼネコンにおけるデｨベロッパー部門の役割

 　　　　（環境コンサル業務担当者の立場から）』

August    4   Thursday

1 時限
13:00 - 14:10

東急電鉄

打矢 潤市 （H12 卒）
『東急電鉄のまちづくり』

2 時限
14:20 - 15:30

森ビル

新井 章邦 （S63 卒）
『森ビルの街づくり構想 ～赤坂・六本木・

虎ノ門のグランドデザイン～』

3 時限
15:40 - 16:50

ディベロッパーの日    討論会
『” プロジェクトメイク / 事業創造 ”

という職能について』
司会   斉藤 博 （S44 卒）

4 時限
16:50 - 17:30

入江三宅設計事務所

川端 彩乃 （H18 卒）
『組織設計事務所での仕事

再開発事業から住宅まで』

August    5   Friday

1 時限
09:30 - 11:00

久米設計

上田 克行 （S61 卒）
『建築と環境』

2 時限
11:15 - 12:45

遠藤克彦建築研究所

遠藤 克彦 （H04 卒）
『「続けていくこと」で見えてくる建築』

3 時限
13:45 - 15:15

アーキヴィジョン

石田 有作 （H04 卒）
『建築を学んだことで広がる世界』

4 時限
15:30 - 17:00

《　第 11 回　》

大和ハウス工業

柳生 直彦 （H04 卒）
『住宅業界の現状と展望、

　　　　住宅メーカーの街づくり』

中田製作所

中田 理恵 （H18 卒）
『共につくる』

《　第 15 回　》 中 止

本年はコロナ禍により、大学に入
構できず、本来の夏期休暇を利用
した特別講義が開催できず、やむ
を得ず中止となりました。

「Web 講義｣ も検討されましたが、
大学以外に情報が漏洩する恐れが
危惧され、参加を見合わせたい等、
特別講師の候補者の意見があり、
来年度以降のコロナ禍の終息を待
ち、あらためて、従来同様に直接
の講義を受けられる態勢となりま
したら、開催することにしました。

主に２年生を対象とした、翌年の
３年生での進路を決定するための
参考となる重要な特別講義です
が、他学年の学生や２度目の受講
も可能であり、来年度には、より
充実した特別講義が開催できるよ
うに、担当者一同、準備していく
所存です。

どうぞご理解をいただきますよう
にお願い申し上げます。

「特別講義」 ・2005-2020　— その２

総会・講演会・懇親会のご案内2021 年度

「建築都市デザイン学部」創設記念
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21 世紀に入ってからこの方、建設大国となった中国の牽引力で、世界の建築界は活気を呈してきた。そこにはザハ・
ハディド・アーキテクツ、OMA、ビヤルケ・インゲルス (BIG)､ スティーヴン・ホールなど、スーパースター建築家
たちの活躍が光っているが、彼らの次世代を担う建築家も台頭し始めている。その辺りを含めた話題の建築を紹介
したい。

2018 年日本建築学会文化賞受賞。海外建築家との
情報交換により、 執筆、講演、インタビュー、海外
建築ツアー等を手掛ける。主著に『世界の 建築家
５１人 - 思想と作品』（彰国社）、『ヨーロッパ建築
案内 1-3』（TOTO 出版）、『もっと知りたい建築家：
アーキテクト訪問記』（TOTO  出版）、『アメリカ建
築案内 1-2』（TOTO 出版）、『世界の建築家５１  人：
コンセプトと作品』（ADP）、『建築家をめざして』（日
刊建設通信 新聞社）、『アーキテクト・スケッチ・ワー
クス 1-3』（グラフィック社）、『建築 手帳 2020』（青
幻舎）など。

淵上 正幸 氏
Masayuki Fuchigami

建築ジャーナリスト
( 株 ) シネクティックス主宰

日時 : 2021年6月5日 [ 土 ]     16:15 - 17:45
会場 : 渋谷エクセルホテル東急 [フォレストルーム／6F]

東京都渋谷区道玄坂1-12-2（渋谷マークシティ内）  TEL: 03-5457-0109

主催 : 如学会／東京都市大学 建築学科同窓会

21 世紀に入ってからこの方、建設大国となった中国の牽引力で、世界の建築界は活気を呈してきた。そこにはザハ・

東 京 都 市 大 学
建築学科同窓会
如 学 会

現代世界建築を展望する
Overview of Contemporary World Architecture

■ 定期総会（フォレストルーム 6F）

 15:30 - 16:00

■ 講演会（フォレストルーム 6F）

 淵上正幸氏　
 建築ジャーナリスト／シネティックス主宰

 16:15 - 17:45

■ 懇親会（フォレストルーム 6F）

 18:00 - 20:00

1 ©Laurian Ghinitoiu / 2 ©Takuji Shimmura / 3 ©Hiroyuki Oki / 4 Zhang Chao / 5 © Paul Warchol / 6 © Hedrich Blessing

延 222 人の特別講師と講義テーマ 

—「特別講義」授業風景  —

講義中

講義中

講義中

ワークショップ

懇親会

新型コロナウイルスの影響により、延期又は中止の場合があります。
如学会 HP、メールマガジンでご確認ください。
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NTT ファシリティーズ中央

柳 沙弥香 （H25 卒）
『施設常駐だからできる

　リアルタイムなＦＭ提案』

File    99 

安藤・間

阿部 里衣菜 （H27 卒）
『学生時代には学ぶ機会が少ない

　　設備という仕事と役割』

File    100

TAK-QS

福下 由夏 （H25 卒）
『積算業務と竹中工務店の

　　グループ会社としての役割』

File    101

秋　号

春　号

戸田建設

戸田 千春 （H26 卒）
『恩師の教えを胸に抱いて』

File    93   

丹青社

吉井 ちよ （H16 卒）
『社会にでてからも

　「学ぶ」こと』

File    94   

清水建設

星　千紘 （H25 卒）
『三現主義の仕事場にて』

File    95  

秋　号

日建設計

澤口 花奈 （H26 卒）
『OJT から踏み出した一歩…』

File    88   

横浜市役所

羽生 晃子 （H19 卒）
『「住まいづくり」から

　「まちづくり」の仕事へ』

File    89  

秋　号

日本建築学会

五領田 知奈美 （H25 卒）
『学生をはじめ、

      建築に関心のある
　全ての人のために』

File    96 

平和不動産

中島 由圭里 （H19 卒）
『「街づくり」を通して

　自分も街も 進化させていく』

File    97 

ヒロ建築設計工房

三浦 美希 （H22 卒）
『建築積算からの転身、

　家庭と仕事の両立を目指して』

File    98

春　号

ラボット・プランナー

宗像 智加枝 （S56 卒）
『夢のカタチ

    ～偶然か必然か
　　巡ってきた仕事とは。』

File    90

SMITH GROUP

三宅 博子 （S62 卒）
『デザインは国境をこえて』

File    91 

東京海上日動ファシリティーズ

澤口 香織 （H20 卒）
『ファシリティマネジメント

　の仕事　
　～快適な環境を提供するために～』

File    92

春　号

LIXIL

辻　洋美 （H14 卒）
『心地いい暮らしを

　つくるためのヒントを探る』

File    85

前田建設工業

伊藤 彩子 （H13 卒）
『建設業界全体で

働き方改革と生産性向上を
共に実現したい』

File    86 

NTT ファシリティーズ

成田 朝映 （H23 卒）
『社会の “ 当たり前 ” を

　支える仕事』

File    87

大光電機

小口 尚子 （H17 卒）
『光と影をつくるしごと』

File    84

大成建設

本木 静香 （H04 卒）
『会社の流れに身をまかせ』

File    80   

山下設計

工藤 真紀 （H19 卒）
『建築設計というしごと』

File    81   

東京急行電鉄

森川　敏 （H23 卒）
『三方良し目指して、

　築古物件の
 　経年優化プロジェクト』

File    82  

秋　号

藤沢市役所

中村 苑子 （H23 卒）
『窓口の内側では ･･･』

File    83  

春　号

ナウミスペース

相邑 美佐江 （S56 卒）
『心の声に耳を傾ける

　空間づくり＆ライフデザイン』

File    77

日建ハウジングシステム

松永 咲子 （H18 卒）
『現場での経験と

　人との関わりを大事に』

File    78 

岡野建築設計事務所

鈴木 智子 （S52 卒）
『今だからできること』

File    79

博展

平山 彬子 （H20 卒）
『プロモーションの仕事は

     わくわくを伝える仕事』

File    76

アトリエ悠庵

國正 珠緒 （H01 卒）
『住宅の外ヅラを良くする』

File    72   

森ビル

神田 春奈 （H19 卒）
『都市創りに携わって』

File    73   

日吉坂事務所

太田 温子 （H18 卒）
『携わり方について考えたこと』

File    74  

秋　号

NTT ファシリティーズ

深澤 悠美 （H20 卒）
『設計の経験を活かし、

　新しい分野への挑戦』

File    75  

春　号

トランスコスモス

二口 明日香 （H15 卒）
『入社してからを振り返り、

今思うこと』

File    69

台東区

酒井 友紀恵 （H22 卒）
『私のやりがい』

File    70 

佐藤エネルギーリサーチ

小田桐 直子 （H08 卒）
『卒業して 20 年、

　自分に「できること」が
　やっとわかってきました』

File    71

中田製作所

中田 理恵 （H17 卒）
『現場をひらく』

File    68

東京都立墨田工業高等学校

白井 尚美 （H10 卒）
『あれから 17 年、

　40 歳になりました』

File    64   

東急ホームズ

伊瀬知 侑子 （H17 卒）
『進路を決めるということ』

File    65   

水彩画作家 KINA

木南 沙織 （H12 卒）
『あきらめなければ、

　成るように成る（と思う）』

File    66  

秋　号

栗田祥弘建築都市研究所

栗田 麗香 （H10 卒）
『四十の手習い』

File    67  

春　号

HONDEHOK

二村 陽子 （H06 卒）
『「トリマー」の職能確立を

使命として活動
「建築家」と「トリマー」を両立』

File    4

イケガミ

早速 さやか （H18 卒）
『植物のつかめない存在に

魅力を感じて』

File    5 

山岡嘉彌デザイン事務所

植谷 英子 （H14 卒）
『「設計」と「育児」の両立を

　持ち前のパワーで奮闘中』

File    6

入江三宅設計事務所

川端 彩乃 （H18 卒）
『仕事外での

　仲間との交流も
　仕事の活力に反映』

File    3

日建ハウジングシステム

竹下 加奈子 （H17 卒）
『いかに人生を

　より楽しく過ごせるかを
　考えながら毎日を過ごす』

File    2

日建設計

片瀬 雪乃 （H17 卒）
『大勢の力が集って、

　ひとつの建物が
　造られていくことを実感』

File    1

M.A.D

基 真由美 （H12 卒）
『日常にあふれる

　素晴らしき要素たち』

File    7   

TOTO

廣田 美紀 （H08 卒）
『建築も茶道も奥が深い世界。

　精進しながら
　生涯つきあっていきたい』

File    8   

井上尚夫総合計画事務所

井上 富美子 （S48 卒）
『女子社員に厳しかった昔。

　好きな設計は
　生涯続けたい』

File    9  

秋　号

NEZU AYMO architects

根津 幸子 （H06 卒）
『オランダに留学後、

　事務所を開設。
　コンペ、プロジェクト等に挑戦中』

File    10  

日本大学助教・GA ヤマザキ

山崎 誠子 （S59 卒）
『山崎流、

　自然から学ぶ庭づくり！』

File    11

大成建設

徳野 博子 （H09 卒）
『子育てと設計の両立

　周りに上手に頼ることもコツ』

File    12  

春　号

宮本忠長建築設計事務所

川向 涼子 （H14 卒）
『地方にはその土地ならではの

風土文化の存在、 働く場所として
東京とは違った楽しみ方がある』

File    16

Aromau?

佐藤 恭子 （H12 卒）
『ネイル＆アロマの店を開業｡

　建築出身を活かし、
　将来的には地域密着の
　サービススペースを経営したい』

File    17 

清水建設

大村 成美 （H14 卒）
『海外で学生生活を送れたこと、

仕事の経験を積めたことが
人生の大きな財産に』

File    18

冨川浩史建築設計事務所

工藤 貴子 （H11 卒）
『多分野の才能とのコラボで

刺激を受け、決まり過ぎない
多様な空気感を創出』

File    15

日本設計

佐藤 真紀 （H11 卒）
『自らの技術と知識を更新し、

　感性を磨き続けて、
　世界に誇れる質の高いもの
　を目指していきたい』

File    14

カシワギ・スイ・アソシエイツ

柏木 穂波 （H02 卒）
『大学の同期とは常に

進行形のつきあいで、
　かけがえのない刺激的な存在』

File    13

岩崎建築研究室

小塩 明子 （H11 卒）
『クライアントと一緒に

　建物をつくりあげていく
　姿勢を持ち続けていきたい』

File    19   

竹中工務店

秋山 裕子 （H13 卒）
『建築設計の仕事は

　人の環境をつくるということ』

File    20   

針谷建築事務所

石川 正子 （H15 卒）
『仕事でも

プライベートでも
　人の繋がりが大切』

File    21  

秋　号

シアターワークショップ

林 恵子 （H13 卒）
『多くの人に永く愛される

　素敵な劇場を
　世の中に残していきたい』

File    22  

日本設計

小池 聡子 （H08 卒）
『様々な職能の

　プロフェッショナルと協働で
　ものづくりをしていきたい』

File    23

SAISEI

馬渕 あゆみ （H14 卒）
『幼い子供の視点で

　もう一度世界を
　体験しなおす』

File    24  

春　号

Archi + Glam

三木 さおり （H06 卒）
『大学で運命の出会い

　一緒に起業し、
　充実した毎日です』

File    28

田中 百合子 （S45 卒）
『卒業後薬害を発症。
長い闘病、
　裁判闘争、結婚、出産
　と波乱の半生｡ 今は絵画、
　執筆活動と充実した日々』

File    29 

建築画報社

古屋 歴 （H11 卒）
『編集者の役割は、

　モノや空間のどんな部分が
　どんな理由で人の心を捉えるか
　読者に伝えること』

File    30

日建設計

田辺 裕美 （H17 卒）
『建築は果てしなく考

えることがたくさんある。
　前に進む努力をしていきたい』

File    27

atelier calm 

髙橋 由美子 （H02 卒）
『｢心地が良い」と思って

　頂けるような自分らしい
　｢お店作り」をしていきたい』

File    26

タカギプランニングオフィス

安田 恵 （S64 卒）
『よいものを作り、維持するには

　よい人間関係が必要』

File    25

蒸暑地域住まいの研究会

松田 まり子 （H12 卒）
『ドラマチックな展開、

そして多くの出逢いに感謝。
夢はもっともっと膨らむ。』

File    31   

日建設計

中村 芽久美 （H18 卒）
『人と物との対話の大切さ』

File    32 

ダイヤ高齢社会研究財団

澤岡 詩野 （H10 卒）
『そこに住む人にとって

　自分らしくいられる
　居場所創りを目指して
　試行錯誤の毎日』

File    33  

秋　号

新居千秋都市建築設計

浅井 百合 （H19 卒）
『付いていくだけで

　精一杯の毎日から、
　少しずつ、
　視野を広げている最中です』

File    34  

山形県庁

大泉 明子 （H18 卒）
『育児をしながら

　仕事をすること
　－制度を心地よく活用できる
　　　　　　職場環境にしたい－』

File    35

春　号

大田区本庁舎

高橋 礼 （H17 卒）
『働き続けること』

File    39

日建設計

片岡 えり （H18 卒）
『ソフトとハードが一致して　　　

　はじめて建物が生きてくる』

File    40 

山下設計

木原 紗知 （H22 卒）
『社会人１年目の奮闘記

　－建築と仕事とチャンス、
　　そして今の自分にできること－』

File    41

ジャパンパイル

庄子 夕香子 （H20 卒）
『「縁の下の力持ち」　

　陰でささえる仕事』

File    38

NTT ファシリティーズ 

西村 陽子 （H17 卒）
『いろいろな立場を

　経験して、今｡』

File    37

NTT ファシリティマネジメント

山内 理菜 （H21 卒）
『自分が今すべきこと

　～価値ある建築を
　　　　　生み出す為に～』

File    42   

乃村工藝社

古長谷 莉花 （H21 卒）
『建築のとなりで』

File    43 

町田ひろ子アカデミー

ドロテア 
　町田 瑞穂 （H05 卒）

『ライフスタイルとインテリア』

File    44  

秋　号

JAPAN MANAGEMENT

藤吉 里佳 （H22 卒）
『困っている人を

助けたいという気持ちで
建築に取り組むということ』

File    45  

読売広告社

糠塚 まりや （H22 卒）
『「考える」を修行中』

File    46

春　号

石本建築設計事務所

上島 麻里乃 （H14 卒）
『建築と人と共に』

File    50

ハウスプラス確認検査

西崎 桃子 （H17 卒）
『様々な経験を積み、

　いま貢献できること』

File    51 

東畑建築設計事務所

辻村 典子 （H18 卒）
『初心を忘れず、

　何事も自分次第』

File    52 - A

みっつデザイン研究所

廣谷 純子 （H07 卒）
『環境建築への想い』

File    49

手塚建築研究所 

手塚 由比 （H04 卒）
『子育てを仕事に生かす』

File    48

望月美幸建築設計事務所

望月 美幸 （H03 卒）
『本当の面白さに出会うまで』

File    47

and. 一級建築士事務所

町田 美紀 （H10 卒）
『全てつながる

　衣食住まで広がった私の原点』

File    52 - B  

大成建設

鈴木 裕美 （S56 卒）
『建築は楽しい』

File    53 

アーキグラム

倉水 恵 （H06 卒）
『努力し

　続けることについて』

File    54  

秋　号

伊東豊雄建築設計事務所

伊東 美也 （H10 卒）
『海外での建築』

File    55  

入江三宅設計事務所

増野 郁子 （H03 卒）
『結婚・子育て…

　そして建築を続けること』

File    56

SOGO 建築設計

十河 麻美 （H16 卒）
『卒業してから』

File    57

春　号

川崎市

大木 佳子 （H20 卒）
『「まちづくり」に興味を持って』

File    61

三上建築事務所

永井 沙知 （H25 卒）
『まだまだ未熟者ですが』

File    62 

森ビル

赤松 美和子 （H17 卒）
『大学と

　卒業してからの 8 年間』

File    63

帝塚山大学

戸倉 三和子 （H02 卒）
『あをによし平城の京は

　咲く花のにほふがごとく
　今さかりなり』

File    60

国際文献社 

長谷川 朋子 （H03 卒）
『無駄な経験はない』

File    59

イトーキ

松島 咲季子 （H21 卒）
『 ｢学ぶことの楽しさ」

   「夢を持つことの大切さ」
　を伝えたい』

File    58

「女流ファイル」 ・2010-2020

● 今や本学の建築学科の学生の 30%前後は女子学生です。
３Ｋといわれていた建設現場でも、
今や「建設なでしこ」とも呼ばれ、多くの女性が頼も
しく働く時代となってきました。

● 「女流ファイル」は、こうした建築系の社会の多方面で
活躍する女性卒業生をご紹介しています。

● 結婚、出産、育児といった働く女性の共通のテーマに
対して、多くの示唆に富んだ執筆内容は
女子学生の目標となるものです。

● 2010 年春号を第１回として始めた「女流ファイル」。
自薦他薦いずれでも、元気な様子をご報告ください。

延 101 人の女性卒業生の近況報告
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女流ファイルー Part 22
社会の多方面で活躍する女性卒業生を
順次ご紹介しています。

ABE  Riina
2015 東京都市大学建築学科卒業
 （小林研究室）
2015 安藤・間入社　
 

私が高校生の頃授業の一環として自分で気になる
大学の体験授業を選択して受けられる機会があり
ました。建築学科に興味があった私は建築学科の
授業を選択しその時講師をされていたのが後にお
世話になる小林茂雄先生でした。私はその講義の
中で照明による建築の見せ方やその場の環境が与
える心理的効果も建築学で学ぶことができること
を知りました。
大学に入学し小林研究室で活動が始まり、オリジ
ナルランプシェードの照明計画や日常にありふれ
た自然環境をより体感する為の作品を飾り、見ず
知らずの人に影響を与えることの面白さを学び仕
事もそういった自分で考えた計画で人に影響を与
えられるようなことをしたいと考えるようにな
り、ご縁があって安藤・間の設備職（電気）とし
て入社をしました。
弊社の設備社員は入社してから３年間はジョブ
ローテーションがあり設計・現場・積算を一通り
経験します。
各部門、配属当初は上司や先輩のお手伝い、後半
は担当物件を持ち、主体的に動きながら社内の担
当者同士で調整を行ったり、お客さんと打合せを
行います。例えば設計の場合、社内の調整会議で
あれば設備の必要なスペース（機器置場や PS・
EPS）を意匠設計者や構造設計者に依頼をし、設
備ルートを確保することが必要となります。また
お客さんとの打ち合わせではお客さんが使う機器
を部屋ごとにヒアリングし、必要設備を計画をし
ます。現場では機械設備電気設備関係なく設計者

とサブコンと建築の現場管理者と調整を取りなが
ら施工を進めていきます。積算では見積もりの構
成を理解して金額をまとめていきます。ローテー
ションで一通りの仕事を経験して感じたことは部
門関係なく広く深く知識を広げることが必要だと
いうことでした。
４年目になり希望通り設備設計部の電気設計者と
して社員寮や研究所、工場など様々な用途の物件
の担当となりました。電気設計は建築学科出身者
より電気学科や電子学科など電気専門としてきた
方々が多いので私は他の電気社員と比べ電気の知
識が乏しい状況でした。その分本配属になってか
らより一層電気の勉強をしたり、最新の機器の情
報を各メーカーのカタログや展示会から仕入れ専
門知識を身につけるよう心掛けました。
複数の物件を設計していく中で、新しい用途の物
件を任される度に分からないことに直面すること
が多く、問題をクリアにしていくことが大変なこ
ともありますが、無事に竣工を迎えた時は達成感
を感じることが出来ます。入社６年目となった最
近ではローテーション期間中である３年目の頃で
はできなかった建物や、そこを使用するお客さん
を理解して自分の考えを図面に反映させることが
少しずつ出来るようになっていることに、楽しさ
を感じることができるようなりました。
今後はあまり経験できないような特殊用途の物
件を経験し、特殊用途の設計ができる希少な設
計者になれるように精進していきたいと思って
います。 （安藤・間）

(H27 卒）
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作業所から直接、積算対応や予算書作成を依頼さ
れた時には作業所に何度も出向いて打ち合わせを
行い、改めて 1 つのプロジェクトを完成させる為
にたくさんの人が携わっている事を実感しました。
携わった入札案件の受注が決まった際には、プロ
ジェクトの一員として担当者の方々と喜びを分か
ち合えてとても嬉しかったです。受命後も、建築
主の要望に沿った新しいプランや変更内容を折込
んだ図面が出図され、そのつど積算対応を行い、
前回からの比較資料を作成するなど大変な面もあ
りますが、建物の予算に関わる大切な役割なので
担当の方々と詳細の確認を重ねながら進めてきま
した。
こうして様々な苦労を 1 年近く重ね、建設期間中
も作業所からの問い合わせなどに対応をし続けて
きたプロジェクトが無事、竣工を迎えた時、私は
大きな達成感を得ることができました。

社員は比較的年齢層が若く、女性も多いのでお互
いに相談をしやすい環境です。今年はコロナ禍で
外出自粛を余儀なくされましたが、在宅勤務体制
が進み、自宅で仕事ができる環境を整えられ、新
しい生活スタイルを体験する事ができています。
入社してから 8 年目となりましたが、積算という
仕事を通して様々な経験をし、資格の取得など自
身の成長にも繋がりました。多くのプロジェクト
に携わることができた一方で、まだまだ学ぶ事は
多く、職場の方を始め様々な関連部署の関係者の
協力を得ながら業務を進めています。これからも
求められている以上の要望に応えられるよう努力
をし続け、依頼して良かったと言っていただける
様に頑張りたいです。

（TAK-QS）

建築には様々な職種がありますが、中でも建築に
必要なコストを算出する「見積」は重要です。見
積業務は「積算」と「値入れ」に大きく分かれま
すが、就職活動を通して「積算」という分野があ
ることを初めて知りました。
積算とは設計図書から建物に必要な材料の数量を
一つひとつ算出する業務です。積算した材料の数
量に単価を掛け合わせる（値入する）ことにより
建設に必要なコストが決定されます。私の所属し
ている「TAK-QS」 は竹中工務店のグループ会社と
してこの積算業務を担当しています。
計画の初期段階から積算依頼を受けるプロジェク
トもあります。目標の予算に向けて見積担当者、
設計担当者と材料の仕様や納まりなどについて、
打ち合わせや質疑応答書で詳細を確認しながら進
めていきます。建物が設計されていく工程から関
わる事で建築知識が深まります。また、施工中の

FUKUSHITA Yuka
2013 東京都市大学建築学科卒業 ( 岩下研究室 )　
2013 TAK-QS 入社

(H25 卒）福下由夏

■ fi le-101 積算業務と竹中工務店の
 グループ会社としての役割

私は、勝又研を平成 25 年、堀場研（修士）を平

成 27 年に卒業し、ＮＴＴファシリティーズ中央

に勤務し６年目になります。

入社時に配属されたＮＴＴ通信用建物の設計部署

から異動して、一昨年からは日本電信電話株式会

社のＮＴＴ横須賀研究開発センタ（研究所）に常

駐し、ＦＭ建築設計担当として仕事をしています。

当研究施設は、築約５０年の延床面積 約 93,000 ㎡、

地上 12 階の地域最大規模の建物で、小高い丘の

頂上に立っています。（写真 -1）

建物の特徴は、研究活動の内容変更に伴う実験

室・研究室のプラン変更に対応できるように室内

の壁はすべて可動間仕切壁で、外構に至るまで全

て 1350 ｍｍグリットで構成されています。設計

者のこだわりが詰まったこの建物は、社内の建築

系社員からも人気があり、シンボリックな建物で

す。（第１９回ＢＥＬＣＡ賞受賞）　私は、この建

築に携われることを大変誇りに思っています。

ここでの私の業務は、建物維持管理やＮＴＴ研究

活動サポートのための改修工事の企画・提案から

設計、積算、契約発注、監理までを一人で任され

ています。具体的には、ＮＴＴの総務担当者や利

用者である研究者の声を直接聞き、数十年後の建

物の姿あるいは利用スタイルをイメージしながら

総合的検討を行い提案・実施を進めています。

最近行った改修では、働き方改革導入による職場

環境構築の一環として施設内共有部のトレーニン

グルームやバルコニーの改修を行いました。

（写真 -2）

どちらも竣工以来改修歴が無く、どことなく堅い

雰囲気で利用頻度も少ないエリアでした。そこで、

色にこだわりリフレッシュできる空間を造り、富

士山の眺望を活かしたテラスバルコニーを開設し

ました。（写真 -3）

他の共有部や執務エリアと印象を大胆に変えるこ

とができ、今ではお昼時にこのテラスでランチを

する姿が見えるようになりました。

私は、自分のポリシーとして常に建築的アンテナ

を張り、利用者との日々の会話の中から施設に求

められている真の要望を導き出して施設維持管理

の改修＋αの提案を行うように心掛けています。

改修工事には、新築にはない改修ならではの難し

さが多々あります。それを踏まえて、改修だけに

留まらない “ アップデートする建築 ” を目指して

います。

現在、日本の建築物ストック床面積は、約 77 億㎡

あります。（国交省 H30 年）　これらの建物に対し

てひとつでも今より良い建物として社会に再提供

できるよう自分をアップデートし、これからも精

進していきます。

（NTT ファシリティーズ中央）

YANAGI Sayaka ( 旧姓：露木 )
2013 東京都市大学建築学科卒業 ( 勝又研究室 )
2015 東京都市大学大学院 建築学専攻修了 ( 堀場研究室 )　
2015 NTT ファシリティーズ中央  入社
 都市建築設計部  配属
2017 南関東支店オペレーション＆メンテナンス部
 横須賀Ｒ＆Ｄ  配属

(H25 卒）
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日本電信電話㈱ＮＴＴ横須賀研究開発センタ（研究所） （写真 -1）

テラスバルコニー （写真 -2） 富士山の眺望を活かしたテラスバルコニー （写真 -3）
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都市大校友オンライン
&

如学会データベース

「都市大校友オンライン」のご利用には登録（初回ログイン）が必要です。

Ṳᵱᶒᶃᶎᵋ１ 事前แͳ・Ẓݰ入通ჷ୿ẓを用意する。

「都市大校友オンライン」䛸「如学会データベース」

ிʮ都市大学とிʮ都市大学校友会では、校友会
会員のȗライȐǷーと̾人情報の̬ᜱをஇΟέし
つつ、ிʮ都市大学校友会会員ǁのǵーȓスӼɥ
を図ǔƜとをႸ的としたインターȍȃȈ・ǯラǦ
ȉǵーȓス「都市大校友オンライン」の運用を
。より開始しています࠰����

インターネットクラウドサービス
「都市大校友オンライン」

校友会会員データ

「都市大校友オンライン」

－ 「都市大校友オンライン」登録・利用にợるメἼッἚ－

① 校友会会報ᛏ「都市」が、൑࠰必ẵ໯૰で送られてきます。

② 校友会、עΨ支ᢿからಮẉễイベンἚのక内がފきます。

③ Ẓ学ဃ଺ˊ、ӷẳサーἁルに所ޓしていた他学ᅹ、他学࠰の଒友ẓ

を検索・਼し出すẮとが出来ます注）。

④ ឭし、᠃勤後に校友会ồの住所変更が自分自身でቇҥに出来ࡽ

ます。

⑤ ӷᆸ会を開͵するときに要とễる、名ቐが容ତに作れます。

注）個人情報のᇹ３者ồの開示ᚨ定は、自分自身でӧᏡです。

校友会䞉䝞ス௻画䝒䜰ー 校友会䞉ホーム䜹䝭ン䜾デー

【初回ログイン】

Ṳᵱᶒᶃᶎᵋᵐ ログイン

①ிʮ都市大学 校友会のホーム
ページを開く。

②「ợạẮẸ画面」

③「ログイン画面」ḵ「ἸーἈᵧDấợỎ

初஖パスワード」を入力

④メールアドレス、ဃ࠰உ日を入力

⑤ログイン完了ᾌ 「ホーム画面」

①【校友会ホームページ】 ⑤【䝻䜾イン᏶஢】

Ṳᵱᶒᶃᶎᵋ３ 登録内容の確認・更新

⑥画面左「Ἡロἧỵール確認・変更」を選択する。

⑦データの更新は、データ項Ⴘӫ上の ボタンを選択し、
「ᛇኬデータ画面」で行ạ。

ṥデータ更新がኳ了したら「᧍ẳる」ボタンを選択する。

【会員の検索】

⑥【ホーム画面】 ⑦【Ἡロἧỵール確認
・変更画面】

䐦【ᛇኬデータ画面】

②【䜘䛖䛣䛭画面】

①「都市大校友オンライン」にログインする。

②「ӷኢဃ検索」ḵவˑを入力ᵆᙐૠ指定ӧᵇ
ḵᴾẒ検索するẓ ボタン

③検索ኽௐɟ覧表示

④ẸのɶのɟˑをἁἼッἁḵᛇኬ情報を表示

①【䢗䡴ﾞ䡮䢙画面】 ②【᳨⣴画面】 ③【᳨⣴結ᯝ】④【ヲ⣽䡿ﾞｰ䡼表示】

③【䝻䜾イン画面-㻝】

校友会䞉会報「都市」

「都市大校友オンライン」の操作方法

ᵐᵎᵏᵖ4࠰உに校友会からμ会員に送
˄されたݥ୿にӷݥされ、「ἸーἈᵧD
ấợỎ初஖パスワード」が記載されて
いる通ჷ୿です。

通知᭩

④【䝻䜾イン画面-㻞】
校友会HP

如学会では、「都市大校友オンライン」の運
用開始に合わせ、従前から蓄積していた如学
会会員データを「都市大校友オンライン」と
一元的に連携させた「如学会データベース」
を構築しました。
具体的には、右図に示すように会員一人ひと

りについて「都市大校友オンライン」から氏
名､住所等の基本情報を、「如学会データ」か
ら会費・支援費の納金状況等の如学会オリジ
ナルデータと統合して仮想の統合データとし
て表示します

校友会会員データ

「如学会データベース」

【初回ログイン】
①如学会のホームページを開く。
上段メニュー：「会員サービス」
を選択。

②「新規会員登録」ボタンを選択

③名前、住所、メールアドレス等
所定の情報を入力。

④入力情報を確認し「送信ボタ
ン」を選択

⑤送信メッセージが表示され、
③で指定したメールアドレスに
⑥のメールが送信されます。

⑥送信されるメール

⑦後日、担当者から「会員番
号」と「パスワード」が記載され
たメールが送られます。登録
完了です。

②【会員サービス画面】

③【会員サービス画面】

「如学会データベース」の操作方法

「都市大校友オンライン」
データ

如学会
データ

【データ構造イメージ図】

【統合データ】
（仮想）

如学会
会員データ

会員番号を

Keyにして連結

如学会情報委員会 露木博視（S.55）、中野秀之（S.58）

会費情報、会誌発送の有無・・・
（如学会オリジナルデータ）

氏名、住所、勤務先・・・
（校会基本データ）

－ 「如学会データベース」の運用について（注意事項）－

１）「如学会データベース」で出来る事は、ご自身の情報の閲覧・確認のみです。変更はできません。

２） 確認できる内容は、以下の通りです。

①個人基本情報（氏名、住所、メールアドレス、勤務先等）

②如学会会費、支援費の現在の納金状況

３） 住所変更、勤務先変更は「都市大校友オンライン」で自分自身で直接変更して下さい。（左ページを参照）

4） 他会員の検索も、「都市大校友オンライン」で行って下さい。（左ページを参照）

「如学会データベース」のご利用には登録（初回ログイン）が必要です。

①【如学会ホームページ】

③【新規会員登録画面】

④【確認画面】

⑥【送信メール文】

⑤【送信メッセージ画面】

【登録情報確認操作】

①如学会のホームページを開く。

上段メニュー：「会員サービス」
を選択。

②ログインする。送信されてきた
ID,ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ（⑦）を入力する。

③「登録情報・会費・支援費の
確認」を選択する。

④現在、登録されている情報が
画面に表示されます。

①【如学会ホームページ】

②【会員サービス画面】

⑦【ID,ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの通知メール】

-主な確認表示項目-

会員番号、名前、性別、如学会

NEWS郵送先、携帯電話、送信先

メールアドレス、現住所、

電話番号、勤務先名、勤務先電話

番号、勤務先住所、卒業年、所属

研究室、如学会会費納金状況他、

④【登録情報表示画面】

如学会HP

申請いただきました如学会（東京都市大学

建築学科同窓会）へのユーザー登録が完了

いたしました。

あなたの登録情報は以下の通りです。

ユーザーID: 001354655
パスワード: xeA6yf0RfY*K

東京 太郎様  

 

この度は新規ユーザー登録ありがとうございました。  

改めて担当者よりご連絡をさせていただきます。  

 

-- ご送信内容の確認 ---------------------------

名前：東京 太郎  

メールアドレス：taro@jogakkai.jp  

住所：東京都世田谷区玉堤 1-28-1  

卒業年：H.3  

コメント：  

-----------------------------------------------

 

如学会（東京都市大学建築学科同窓会） 

会員番号：
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進路ガイダンス 2021定期総会 ･ 講演会・懇親会

編集委員

編集顧問

情報委員長

発行人

編集長

発行

制作・印刷

制作

エディトリアルデザイン

発行日

会費・支援費納入のお願い

郵便局　払込取扱票 No.00160-0-174206  如学会

会費：3,000 円 (1 年分 ) ／ 10,000 円 (4 年分 ･ 割引料金 )

支援費：5,000 円／一口

是非とも旧友、先輩、後輩にご連絡いただき、会費納入の促進
にご協力いただけるようにお願いします。そして、積極的に如
学会活動にご参加下さい。仕事にキャリアにも多くのメリット
があります。会費・支援費のご納入いただいた方々は、如学会
NEWS に添付の納入者リストにご芳名を掲載させていただいてお
ります。

納入頂ける方は必ず「内訳」をご記入の上、振込頂くようお
願い致します。如学会 NEWS に同封の専用の振込用紙を用い
ない場合は下記口座をご利用ください。

郵便振込以外の方法を紹介（詳しくは如学会ＨＰ）

「建築＋都市／100＋100人展 2020」

如学会が来年度予定している主な行事
は下記の通りです。多くの会員の皆様
のご参加をお待ちしております。

場所・東京都市大学　世田谷キャンパス

●第 1 部　事業別仕事紹介
会場：新 6 号館「61B 教室」（予定）

OB･OG の講師の方々から専門領域の概略をお話しいただきます。

●第 1 部　企業別仕事紹介　13:00-17:00（予定）

会場：建築学科棟 1 階「グランドギャラリー」
OB･OG の方々と直接お話をしていただきます。

●第 2 部　懇親会　17:00-19:00（予定）

会場：1 号館 4 階「ラウンジ ･ オーク」（予定）

立食形式の懇親会で、参加無料です。自由にご参加下さい。

鈴木　浩

鈴木　浩

山口　裕照

勝又　英明

酒井　孝博

株式会社　はやと企画

山岡　嘉彌

松成　和夫

露木　博視

山岡　嘉彌

編集後記

各事業の申し込み
問い合わせ先

総務局長
小林秀憲

E-mail
jogakkai.info@jogakkai.jp

東京都市大学建築学科如学会
東京都世田谷区玉堤 1-28-1

〒 158-8557

2020 年 11 月 15 日

2021.06.05     [土] 15:30-20:00

※詳細はメールマガジンで追ってお知らせします。
　ＨＰもご覧下さい。

15:30
16:00

16:15
17:45

18:00
20:00

定期総会

講演会

懇親会

●渋谷エクセルホテル東急

休憩

休憩

●

●

●

●

●

●
講演者：淵上正幸氏

　（建築ジャーナリスト）

大学展 10:00-18:00 入場無料

会場：建築学科 1 階グランドギャラリー

2021.11.06      -11.07[土] [日]

浅草展
2021.12.04     -12.12[土] [日]

会場：隅田公園リバーサイドギャラリー

11:00-19:00 入場無料

■建築と都市のＯＢ、ＯＧによる「100＋100人展」及び、在校生の
3研究会による研究発表、及び2年生課題発表などがあります。

丹羽　譲治

赤レンガ卒業設計展 2021
09:30-18:00

●会　場： TOC 有明コンベンションホール（東京都江東区有明 3-5-7）
●講評審査会
・日　時： 2021.3.25[ 木 ] 13:00 - 18:00 ( 予定 )
・会　場： TOC 有明コンベンションホール（東京都江東区有明 3-5-7）
●参加大学

東京都市大学、宇都宮大学、神奈川大学、共立女子大学、工学院大学、
芝浦工業大学、首都大学東京、昭和女子大学、中央工学校、東京工業大学、
東京電機大学、東京理科大学、日本大学、日本女子大学、法政大学、
前橋工科大学、横浜国立大学

●問い合わせ
mail： akarenga2021@gmail.com
担当委員・水野誉也 redbrick2021mzn@gmail.com

2021.03.24    　 -25　　　

 淵上正幸氏 講演会
[土] 　　

「現代世界建築を展望する」

2021.06.05     16:15-17:45

淵上正幸氏 ( 建築ジャーナリスト )

●渋谷エクセルホテル東急

●渋谷エクセルホテル東急

2021.06.16      [水] 13:00-17:00（予定）

2021.10.27      [水] 13:00-19:00（予定）

12.04[土] 18:00-20:00 オープニングパーティ

 「現代世界建築を展望する」Overview of Comtemporary 
World Architecture

( 予定 )

( 予定 )

21 世紀に入ってからこの方、建設大国と
なった中国の牽引力で、世界の建築界は活
気を呈してきた。そこにはザハ・ハディド・
アーキテクツ、OMA、ビヤルケ・インゲ
ルス (BIG)､スティーヴン・ホールなど、スー
パースター建築家たちの活躍が光っている
が、彼らの次世代を担う建築家も台頭し始
めている。その辺りを含めた話題の建築を
紹介したい。

「建築都市デザイン学部」創設記念

●第 2 部　懇親会　17:00-19:00（予定）

会場：1 号館 4 階「ラウンジ ･ オーク」（予定）

立食形式の懇親会で、参加無料です。自由にご参加下さい。

●「進路ガイダンス」準備会　[ 企業＋如学会 ]
大学側から就職担当の責任者を交えて、就職状況の報告等
の講演をいただき、企業の OB･OG と如学会との意見交換
会と懇親会を開催。

2021.08.25      [水] 19:00-21:00（予定）

　新型コロナウィルスが依然猛威をふ
るっています。春号で全世界で患者が
10 万人を超えたとの報道を伝えまし
たが、今や 4,000 万人を超え、死者は
100 万人を超えたようです。
　建築 100 人展も学園祭中止に伴い、
大学展・浅草展を開催しない運びにな
りました。新型コロナ禍で、思うよう
に如学会活動が実施されてません。発
刊も大幅に遅れてしまいました。そん
な中でも、前期進路ガイダンスは 7 月
22 日 ( 水 ) に WEB で開催しました。84
名の学生が参加しました。後期進路ガ
イダンスは、10 月 28 日 ( 水 ) に WEB
でで開催し、参加学生は 83 名でした。
実施した事で 11 月 11 日 ( 水 ) の登録
者は 99 名でした。zoom のブレイクア
ウトルームを使用するのは初めてのな
ので何度も試行を重ねました。参加企
業は減少しましたが、新たに個人的に
委員と相談が出来る ｢如学会進路相談
室｣ を設け、想像以上の成果を挙げる
ことができました。
　山岡会長が今年度で 3 期 9 年の任期
を全うします。そこで「学ぶに如かず／
如学会の歩み」と題してこの秋号と来
年の春号に掲載します。質量ともに充
実した時期を共有出来ました。次の若
い世代が如学会を自身のやり方で発展
してくれることを期待しています。

丹羽譲治

（予定）

( 予定 )

新型コロナウイルスの影響により、延期又は中止の場合があります。
如学会 HP、メールマガジンでご確認ください。

[水] [木]
( 予定 )
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